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令和２年３月３１日 

柴  田  町  議  会 



 

議会の活動を町民に報告するとともに、議会や町政に対する町民の意見・要望

等を直接聴取し議会活動に反映させるため、今年度も一般懇談会、団体懇談会、

柴田高校との懇談会を開催しました。 

一般懇談会は令和元年７月２４日、２５日に町内６カ所の会場で開催しまし

た。懇談会のテーマを｢防災・減災について｣とし、昨年に引き続きワークショッ

プの手法を取り入れて実施し、過去最多の１２５人の参加がありました。 

懇談会前に行った公開議員研修会は、２部形式とし、第１部では柴田町都市建

設課 水戸 英義 課長より「大雨に備えて「柴田町の対応の観点から」」と題した

講話、第２部では元仙台市地震防災アドバイザー 太田 千尋 氏を講師に、防災

ゲーム「クロスロード」を活用した体験型の研修を行いました。 

１０月には台風１９号が町内各地に大きな爪痕を残しましたが、このような災

害が起こる前に貴重な意見交換、意識醸成を図ることができました。 

団体懇談会は、各常任委員会が活動テーマに基づく団体を選定して開催する方

式に変更して実施しました。空き家対策、健康寿命の延伸、町のにぎわいづくり

のそれぞれのテーマで活発な意見交換がなされました。 

４年目となる柴田高校との懇談会は、今年もワールド・カフェ方式で実施しま

した。今年は３年生に加えて、生徒会役員の２年生にも参加いただき、議員、町

の若手職員とともに「２０年後も住みたいまち、戻ってきたいまち」について、

対話を行いました。 

また、令和２年２月１日には第２回公開議員研修会を開催しました。国土交通

省ＰＰＰ（官民連携）サポーター天米 一志 氏を講師に迎え「公共施設整備」

をテーマとし、講演とワークショップを行いました。 

これらの懇談会で出された質問・意見・要望等について、次のとおり報告しま

す。 
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１ 一般懇談会 

テーマ 「防災・減災」について 

「町政・議会全般」 

（１）参加者数 

                        ※臨時託児利用者はありませんでした。（前年も０） 

（２）懇談会の実施方法 

今回は、昨年同様、町民の方と議員が４～５人の少人数のグループに分かれて懇談を行う

形式にし、テーマ１「防災・減災について」、テーマ２「町政・議会全般」の２部構成で実

施しました。懇談テーマ 1「防災・減災について」では、周りや地域の現状、防災・減災の

ために普段行っていること、心掛けていることについて話し合った後、地域の防災力、減

災力が向上するためのアイディア（自分たちでやれること、行政にしてほしいこと）につ

いて話し合いました。 

懇談テーマ２「町政・議会全般」では、参加された方全員から考えを述べていただくた

め、「皆さんと語りたい！聞いてくださいわたしの提案」という用紙にそれぞれ１項目を記

入し、グループ内で発表、その上で出された提案の中から、テーマを絞って話し合いまし

た。 

 

開催日

時 
開催会場 小学校区  班 担当議員 参加者数 

 ７月 24日

(水) 

19:00～

20:45 

柴田町保健センター 

（４階会議室） 
船岡小 １班 

安藤義憲、桜場政行 

佐々木裕子、森 淑子 

白内恵美子、水戸義裕 

２２人 

槻木生涯学習センター 

（１階会議室） 
槻木小 ２班 

森 裕樹、吉田和夫 

斎藤義勝、安部俊三 

広沢 真、舟山 彰 

１５人 

船迫生涯学習センター 

（２階会議室） 
船迫小 ３班 

加藤 滋、平間幸弘 

秋本好則、平間奈緒美 

有賀光子、髙橋たい子 

１７人 

７月 25日 

(木) 

19:00～

20:45 

西住公民館 

（ホール） 
西住小 １班 

安藤義憲、桜場政行 

佐々木裕子、森 淑子 

白内恵美子、水戸義裕 

２８人 

船岡生涯学習センター 

（ホール） 
東船岡小 ２班 

森 裕樹、吉田和夫 

斎藤義勝、安部俊三 

広沢 真、舟山 彰 

１３人 

農村環境改善センター 

（農事研修室） 
柴田小 ３班 

加藤 滋、平間幸弘 

秋本好則、平間奈緒美 

有賀光子、髙橋たい子 

３０人 

計 

 

 

１２５人 

 (前年は 

 ３９人) 
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（３）懇談会の内容 

①懇談テーマ１ 「防災・減災」について 

テーマ１では、地域の防災・減災について考えようということで、「（ア）あなたの周りや

地域の現状、防災・減災のために行っている、心掛けていること（イ）地域の防災力、減災

力がより向上するためのアイディア（自分たちができること、行政にしてほしいこと）」を

話し合いました。 

内容については、今後の議会活動に生かしていくとともに町執行部に伝えます。 

なお、（イ）のうち、行政にしてほしいことについては、議会としての回答を掲載してい

ます。 

 

（ア）周りや地域の現状、防災・減災のために行っている、心掛けていること 

●周りや地域の現状 

【柴田町保健センター】 

・町内会で水を備蓄している。 

・自分としてはあまり備蓄していない。 

・地区で防災訓練を行っている。 

・白石川の近くなので、水害を心配する。 

・危険なブロック塀がある。U 字溝の蓋がない。 
・防災倉庫の備品の点検をしている。 
・炊き出し訓練、危機管理監と話し合いをしている。 

・区の防災委員会で備品等について点検、話し合いをしている。 

・防火のため「火の用心」運動をしている。 

・神の前、田小路地区に冠水地区（２カ所）の水害箇所がある。山崩れが心配。 

・水害常襲地区（下名生）で堤防決壊が心配。 

・防火、防災の要員になって巡回をしている。 

・水害の時、避難場所がわからない。 

・水害の時、学校に避難は危険ではないか。（破堤したとき） 

・水害の時、仙台大学に避難で大丈夫なのか。 

・地震の時の１次２次避難所では良いが、問題は白石川破堤のときの避難所が大心配である。 

【槻木生涯学習センター】 

・大雨の時、車の移動をする。 

・車の移動先が直ぐに一杯になる。 

・白幡地区、上町地区の排水処理が十分ではない。 

・災害時トラクターを活用できるように給油しておく。 

・14 区 空家多い(雑草)火事の心配あるので管理をしてほしい。 

・17A 区 夜が暗い⇒街灯がほしい。 

・17B 区 防災訓練(年 1 回)実施している。 
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・災害時に利用できる井戸がある。 

・町全体のフリーワイファイがない。 

・災害用の自販機がないので、必要性を感じる。 

・避難場所、高台など、水害や地震の時にどこに逃げたらいいのかわからない。 

・一人暮らしの老人、母子家庭など災害弱者は誰に頼るのか。どこに逃げたらいいのかよくわからない。 

・災害時、学校での子ども達の受け渡しなどは、どうなっているのかよくわからない。 

・14 区は特に、南浦地区・大沼病院近辺・上町集会所近辺は冠水する。 

・14 区 車が水没したこともある。 

・若い人との接点があまりない。 

【船迫生涯学習センター】 

・防災訓練を実施。２９Ⅽ区３２０人参加（子どもから車椅子の方、ペットなど） 

・２９A 区は、町長から消防署長も参加し、３１０名の参加。一時集合所９ヶ所。班長が集め、安否確

認を無線を活用して本部にやっている。バケツリレー、消火器、救命（AED）、炊き出し訓練（防火ク

ラブ）備蓄食糧、期限きれる前の物を参加者に配布。補助食 600。想定「震度 7 発生」一時避難所公

園に１回集まり、二次避難所小学校校庭で安否確認を行っている。 

・１０区は、大雨が降ると、自動車学校近くの田んぼが冠水し、床下浸水になる。 

・２９D 区の土砂崩れが気になる。 

・地域のゴミ屋敷が気になる。 

・自主防災組織の規約改正。 

・区と連携して活動していく。 

・自主防災組織の各区の情報交換。 

・１６区として、防災訓練、研修を実施。 

・婦人防火クラブの活動、防災訓練の実施。 

・防火訓練を２３年続けている。 

・太陽の村から水の流れが心配。 

・仙南中央病院付近が低い。 

・北船岡の１部が１０区に入っているのでややこしい。（子ども会は 29B、行政区は 10 区） 

・地下道に水が溜まるので、西船迫側には行きづらい。 

・本船迫は山からの水が流れて来るので、水が溜まる。（クランク部分あたり） 

・引きこもってしまうお年寄りがいて誘っても出てこない。 

・北船岡の白石川の土手を車が入ってくる。（ダイシン側から） 

【西住公民館】 

・側溝のゴミ処理をしている。 

・震災の時、公民館に備品がない。どのくらいの備品があるのかわからない。 

・水の供給が遅すぎる。 

・水・食品の備蓄をしている。 

・排水が悪いので家の周りに出られない。 

・冠水時の、障がい者、高齢者の避難方法が分からない。 

・水害の時、交通が混乱してしまう。 

・冠水して公民館に土のうを取りに行けない。 

・道路が傷んで危険である。 

・災害の時、大河原町の状況が分からない。 

・水害の発生は田畑の減少もある。 

・冠水、浸水で孤立してしまう。 

・避難所の大河原商業高等学校までの避難経路が分からない。 

・土砂災害も心配だ。（山岸） 

・舘山裏側の木を伐採しすぎだ。 

・隣近所と顔合わせが少ない。区内はなおさら。 
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・災害がおきたら、どんな対応になるのか、するのかが気になる。 

・そもそも避難所がよく分からない。 

・一次避難所の西住児童館から西住公民館へは行けない。 

・鷺沼排水区が完成しても、どうなるのか分からない。 

【船岡生涯学習センター】 

・自主防災組織での訓練を実施している。 

・町の訓練に積極的に参加している。 

・災害時の高齢者への対応が少し課題である。 

・災害時の正確な情報の共有が課題である。 

・災害情報をいち早く知る手段が難しい。 

・雨水対策で常設ポンプが設置され少し安全になったかも。 

・水が上がるので車の避難に注意している。 

・排水機場の導水路に泥がたまっているので、早くさらうこと。船岡五間堀排水機場も同じ。 

・婦人防火クラブの役員が 2 年で替わるので、覚えられない。くじ引きできめてもうまくいかないので

はないか。 

・雨が降ると今も心配である。 

・防災ラジオを枕元においている。 

・災害弱者のリスト作成を行っている。 

・高齢者の避難対策に苦労している。 

・炊き出しは婦人防火クラブで実施している。 

・炊き出しは婦人防火クラブで実施しており、役員の 8 割ぐらいが参加。 

・地区のネックは町内会にも参加しない人たちである。 

・剣塚では去年初めて水びたしになった。 

・社会福祉協議会主催の災害に関する講習会が参考になった。 

【農村環境改善センター】 

・防災マップを９月までに作成し、全戸に配布予定。（２１区）新しく越してきた世帯にも地区がわか

りやすくなるよう、道路の冠水箇所、土砂崩れ箇所を地図に取り入れる予定。 

・２３区の自主防災組織で訓練を行う予定。 

・土のうステーションが設置されている。 

・県で砂防ダムを造ったが、草刈りなどの管理がされていない。（２３区） 

・集会所に備蓄品がそろっている。（２３区） 

・草刈りの後などは、五間掘が葉坂地区で越水する。 

・大雨時に冠水し、通行止めになることがある。 

・低いところに水が溜まり通行できない箇所がある。 

・２４区には冠水する箇所がある。 

・土砂崩れが心配。 

・まずは地域より個人の心がけが大事ではないか。 

・地域や個人で、側溝の枯れ葉などの掃除を行っている。 

・雨が降ると落石があり、危険である。 

・イノシシの被害がある。 

・川の土手の崩壊箇所がある。 

・五斗亀堤が崩れている。 

・三本木堀などの川底が浅くなっている。 

・入間田地区全体で倒木などが多い。 

・改善センターへの避難路の確保が困難。 

・日中、若い人は勤めに行くので、高齢者が一人になることがある。 

・住民による江払い程度では、五間掘、関根堀など、排水堀の流れは良くならない。 

・自主防災組織はあるが連絡網ができていない。 

・２２区、２４区では防災訓練をやっていない。 

・２１区では防災訓練をやっている。 
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●行っていること、心掛けていること 

【柴田町保健センター】 

・体を鍛えておく。 

・家から動かない。安全である（垂直避難） 

・空身で逃げること。（命を守ることになる） 

・避難場所がわかるようにしている。 

・ズックを履くこと。長靴はダメ。 

・①サランラップ②棒③笛④手袋の４点セットを用意していること。 

・危険なブロック塀を取り除く。 

・新聞一日分、バスタオル２枚、空ペットボトル、班の名簿を作っておく、ダンボール一枚常に車に入

れておく。 

・AED の配置場所を知っておくこと。 

・１０００年、１００年とかではなく、明日くるかもと思わないと。 

・防災訓練を実施している。 

・側溝の浚渫を実施している。 

・個人的にも防災訓練している。 

・垂直避難の訓練している。 

・一人暮らしの高齢者の避難訓練も実施している。 

【槻木生涯学習センター】 

・防災訓練をしている。 

・家族で避難先を決めている。 

・３日分の食料を備蓄している。 

・子どもたち 2 階への避難訓練している。 

・自分の命は自分で守る。 

・若い人との接点がない。 

・９時までは玄関の電気を付けておいてほしい。 

・１５区としては、婦人防火クラブで炊き出し訓練や、消防の人を呼んで講演会の開催を実施したり、

中学生にも参加していただき、中学生にもできる防災活動を毎年実施している。 

・１４区役員としては、大雨の時水が道路にあふれていないかなど、見回りを行っている。 

・車の避難を心がけている（槻木生涯学習センターへ）。 

【船迫生涯学習センター】 

・非常持出し袋を準備。 

・安否確認台帳を班長が持ってくる。（家族名、人数など） 

・２９C 区の自主防災、出前講座やっている。 

・雨が降ると気になり川を見に行く。 

・常に川の状況を確認する。 

・地域の防災・避難訓練に参加する。 

・区の班長を集めお茶のみをやっている。懇親会をやりたい。 

・地震時の避難訓練、毎年１回実施している。 

・ペットボトル４本準備をし、災害用として毎日水替えをしている。 

・食糧の備畜。（３日分位） 

・風呂の水は抜かない。 

・防災士の資格をとり、家族・地域をまもりたい。 

・万一の場合、垂直避難。（北船岡町営住宅） 

・毎年１回避難訓練を行っている。炊き出しもやる。 
・バイパス横断はできるのか。 

【西住公民館】 

・水、カセットボンベ、ソーラーランプ、手袋、つえの用意をしている。 

・足腰をきたえている。 

・災害の時、車を利用せず歩いて（走って）逃げる。 
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・ストーブを買って用意している。 

・近所の人と仲良くしている。 

・周りの人と助け合う。 

・冠水の前に車を移動する。 

・畳をフローリングにした。 

・隣近所の方々への声かけ。（高齢者にも） 

・自分で判断して避難する。 

・スクールガードをしているので、子どもの居る家がわかる。 

・屋敷の内・外の樹木、草の始末をしている。 

・水道水を週 2 回入替して備蓄している。 

【船岡生涯学習センター】 

・非常食を常備するよう呼びかけている。 

・非常持ち出し品の準備。 

・食料はある程度備蓄している。 

・災害時の連絡網をどうするのか心配している。 

・災害時の優先順位はまず自分のところ。次、高齢者のところへ。 

・雨、地震に特に注意している。 

【農村環境改善センター】 

・東日本大震災を教訓にし、個人で発電機を持っている。 

・一人暮らしが多いので声がけをしている。 

・隣近所の見守りをしている。 

・防災マップを独自に作っている。 

・婦人防火クラブで炊き出し訓練を行っている。 

・地区の防災訓練を実施するが、参加者（男性）が少ない。 

・防災部で炊き出し訓練を行っている。（２１区） 

・備蓄品の補充、入替を心がけている。 

・まずは我が家から火を出さないように心がけている。 

・家周辺の点検をしている。 

・避難所について、家族と常に話し合っている。 

・石油ストーブ、ＬＰガス、ティッシュなどを常備している。 

・個人で土のうを常備している。 

・防災マップ作成し全戸に配布予定。（２１区） 

 

（イ）地域の防災力、減災力がより向上するためのアイディア 
●自分たちができること 

【柴田町保健センター】 

・自分、家族の安全を確保し、要支援者を支援する。 
・防災袋を用意する。 
・他県の災害を自分に引き当てて考えておく。 
・災害は毎回違うので、いろいろな場合を想定。 
・危機感が薄れている。（危機感を持つ） 
・訓練に人が集まらない。（集める工夫が必要） 
・訓練は繰り返し行う。 
・防災マップを有効に活用する。 
・サランラップを身体中に巻くこと。（水に浮く） 
・歩くときの安全確認のため棒を用意しておく。 
・笛は遠くまで聞こえるので用意しておく。 
・救命袋を備えておく。 
・毛布より服、ズボンを担架として活用する。 
・両手両足に棒を通す。 
・防災訓練、避難訓練の実施。 
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・防災リーダーが必要。 

・食料を備蓄しておく。 

・側溝の整備＆清掃。 

・災害弱者への対応。 

・側溝の浚渫の実施。 

・様々な内容の訓練の実施。 

・看護師、防災士、防災指導員の把握と協力をいただける体制づくり。 

・きめ細かな防災計画をたてる。 

【槻木生涯学習センター】 

・防災のためのアイデアを意見交換する。 

・区長を中心に住民がよく話し合う。(コミュニティの大切さ) 

・２～３件隣のお年寄りなどに、災害時に声掛けをする。 

・事前に食べ物等避難準備をしている。 

・被害想定地域に住んでいる方には早めに声掛けをする。 

・近隣を大切にする(コミュニケーション) 

【船迫生涯学習センター】 

・避難所経路図を全戸配布 

・具体的な災害を想定して実際の訓練に取り入れたい。（災害によって避難方法は違う） 

・北船岡と西船迫では災害は違う。 

・自分や家族の命を守るために、常に話し合っておく。 

・地域の高齢者など一人暮らしの方や、障害のある方を気にかける。 

・地域との交流と普段からの声掛けをする。 

・町からの防災メールが届くよう登録する。（家族一人でも） 

・災害が予想される現地確認。（区と行政で） 

・地域のコミュニケーション（夏祭り・敬老会・イベント）を高める。 

・災害が予想される現地確認。 

・近隣の人とコミュニケーションを。 

・災害になったら地域のお年寄りを迎えに行く。 

・近所同士で声掛けを。 

・お互い顔の見える活動を。 

・町に負けないでもっと行動を。 

【西住公民館】 

・水、食料品の備蓄。防災用品の確保。 

・隣近所への声がけ、助け合い。 

・正しい情報の把握をする。 

・自分で判断して避難すること。 

・近所の人との話し合いの時間をもうけること。 

【船岡生涯学習センター】 

・近所（となり）との日頃の声がけ。 

・自分の住んでいる所を良く知る（人、地形、災害の歴史など）。 

・自分の近隣の安否確認が大事である。 

・行政区の防災訓練をもっとやってほしい。 

・大規模災害に備えた訓練の徹底。 

・食料品の備蓄。簡易トイレ、ポータブルトイレを用意している。 

・備蓄食料品の賞味期限に注意している。 

・まずは自分の安全確保。 

・地域的な結びつきが大事だが、それを作る難しさがある。 

 

【農村環境改善センター】 

・目印（旗など）を使って一人暮らしの安否確認。 



- 8 - 

 

・今は各行政区ごと行っている防災訓練を入間田全域で行いたい。 

・非常持ち出し袋を玄関や枕元に置いている。 

・消防団（班毎）での見回りを月２回行っている。 

・自主防災組織で役割分担を決め、今後進めていきたい。 

・家庭で備蓄品を完備し補充している。 

・防災訓練への参加者を増やす。 

・貯水槽の点検、清掃をしている。（２３区） 

・側溝の清掃を行う。 

・隣近所とのコミュニケーションを強化する。 

・回覧板の回し順番を連絡網に利用し連絡する。 

・行政区ごと、班ごとに井戸のある家を確認し登録する。 

・生活必需品の備蓄。 

・米や水を備蓄している。 

・近所の安否確認をする。 

・小型消防ポンプ車の常時点検を行っている。 

 

●行政にしてほしいこと【意見・要望等】 
※分野を所管する委員会ごとに議会からの回答を掲載します。 

※会場別に柴田町保健センターは（保セ）、槻木生涯学習センターは（槻木）、船迫生涯学習センターは

（船迫）、西住公民館は（西住）、船岡生涯学習センターは（船岡）、農村環境改善センターは（改

セ）としています。 

◆総務常任委員会所管分 

№ 意見・要望等の要旨 回答 

1 

防災情報の提供について 

・早めのサイレンを鳴らしてほしい。（保セ） 

・水害時には早めの警報を出してほしい。（保セ） 

・正確な情報を流してほしい。(エリアメール)（槻木） 

・防災情報の徹底した周知手段を確立してほしい。（槻木） 

・有線放送。エリアメール。テレビ。ラジオによる正確な情報を流してほし

い。（槻木） 

・早めの防災情報を出してほしい。（西住） 

・液状化の情報を出してほしい。（西住） 

・正しい情報の発信をしてほしい。（西住） 

・情報提供を密にしてほしい。（船岡） 

・拡声器の使い方（消防団のポンプ車に婦人防火クラブの人が乗って早めのア

ナウンス）。（船岡） 

・拡声器の改善（役場から自動的に一斉に情報が流れるように）（船岡） 

・冠水している場所を早く住民に知らせてほしい。（改セ） 

・レベル３・４を明確に。（船迫） 

きめ細やかな情報提供

を迅速に行うよう町執

行部に伝えます。 

 

 

2 

避難所のあり方について 

・水害時の避難所を確保してほしい。（保セ） 

・土手内地区の避難場所は船岡体育館になっているが、遠いため、避難場所を

考えてほしい。（保セ） 

・リコー、日立電子も避難所にしてほしい。（保セ） 

・最後の避難場所になるであろう総合体育館の早期着工（完成）（保セ） 

・避難所へのルートづくり（保セ） 

・地区ごとの避難所への経路をしっかりわかるように。（保セ） 

・１次避難所から２次避難所へ移動するため大型車両を確保してほしい。（保

セ） 

・避難する場合、デマンドタクシーを出してほしい。（槻木） 

避難所のあり方につい

て、左記のようなご意

見があった旨を町執行

部に伝えます。 
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№ 意見・要望等の要旨 回答 

・防災施設を充実してほしい。（槻木） 

・避難所の整備をしてほしい。（槻木） 

・小中学校などの避難所にワイファイを備え、災害時などに連絡がとれるよう

にしてほしい。（槻木） 

・公的施設にフリーワイファイを設置してほしい。（槻木） 

・避難所に公衆電話の設置を。（西住） 

・大河原商業高等学校の避難所に行ける避難経路を明確にしてほしい。（西住） 

・大河原商業高等学校が無くなったらどうなるのか。避難所が無くならないよ

うに。（西住） 

・一人暮らしのお年寄りや障がい者への緊急時の連絡方法や安否確認の方法を

どうするのか指導してほしい。（西住） 

・西住児童館を避難所にしてほしい。（西住） 

・三名生地区は雨水災害の避難所となる船岡中学校が遠いので、対応をどうす

るのか。（船岡） 

・仙台大学と防災協定を結び避難所を確保してほしい。（船岡） 

・三名生地区は避難所までの道路が狭い。（船岡） 

・避難所が明確に分かるように看板設置。（船迫） 

・第１・第２の避難所の区別が分かりづらい。はっきりしてほしい。（船迫） 

・優先避難所には大きな看板を。（船迫） 

・避難所への誘導標の設置（改セ） 

3 

防災マップについて 

・町民の安全を確保するためには、町民の声を聞いてから区のマップを作って

ほしい（保セ） 

・防災マップ配布して欲しい。それを基に地元の防災マップをペーパー１枚に

作って欲しい。（特に新しく来た人に配布）（槻木） 

・湧水、池などの箇所を把握し、町民に示してほしい。（船迫） 

・ハザードマップの配布を早急に。（防災マップ）（船迫） 

・防災マップの配布と同時に説明会をやってほしい。（船迫） 

・大河原町の防災マップの配布をしてほしい。（西住） 

・行政区のハザードマップを作るのに補助してほしい。（船岡） 

・最新の防災マップを早く作成してほしい。（改セ） 

・地区、地域別のハザードマップがほしい。（改セ） 

防災マップについて、

左記のようなご意見が

あった旨を町執行部に

伝えます。 

4 

設備・備品等の設置について 

・照明(街路灯・防犯灯)をもっと増設してほしい。（槻木） 

・不法投棄や盗難等があるので、河川敷にも防犯カメラを設置して欲しい。（槻

木） 

・町内会にスピーカーを備えてほしい。（槻木） 

・北船岡の白石川の土手を車が入ってくる。入ってこないように車止めの設置

を。（船迫） 

・防犯対策で外灯がもっと必要なので設置してほしい。（西住） 

・防災タワーを設置してほしい。（船岡） 

・火災時に近くの消火栓や三名生堀では間に合わないので、貯水池を作ってほ

しい。（船岡） 

ご意見があった旨を町

執行部に伝えます。 

5 

地域との交流（町内会・子ども会への加入）について 

・町内会に入っていない世帯もあるので、隣近所と意思疎通はない。情報の伝

達がスムーズに流れない場合がある。（槻木） 

・地域との交流がない。（町内会や子ども会未加入世帯）人達との交流をどうす

るか。（船迫） 

ご意見のあった旨を町

内会や子ども会などへ

伝えます。 
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№ 意見・要望等の要旨 回答 

6 

避難指示について 

・「避難しろ」と言ってもどのように避難をしたら良いのか、具体的な避難指示

がほしい。（船迫） 

各地区で自主防災組織

が確立し、避難訓練等

を行っていますので、

確認をお願いします。

避難指示の明確化につ

いては町執行部に伝え

ます。 

7 
冠水時の誘導について 

・冠水時、地下道が通行止めになった場合、バイパス横断の誘導を。（船迫） 

ご意見があった旨を町

執行部に伝えます。 

8 

西住小学校への避難経路の確保について 

・避難時に西住小学校のグランドに車が入れるような道の整備を（拡幅）(西

住) 

ご意見があった旨を町

執行部へ伝えます。 

本件については、９月

に地区住民からの陳情

が出されており、１２

月現在、総務常任委員

会及び文教厚生常任委

員会で調査をしていま

す。 

9 

町道入間田５１号線の交通安全対策について 

・町道入間田５１号線（農免道路）で、スピードが出ないような対策を。（改

セ） 

住民からの要望が強か

ったため、今年度中に

速度規制がかかる予定

となっています。 

10 
消防団協力隊について 

・日中、消防団員が勤めで不在時の災害に、消防団を退団した人の経験を活か

した、消防団協力隊という制度を町で設けられないか。（改セ） 

ご意見があった旨を町

執行部へ伝えます。 

11 

総合体育館の建設について 

・最後の避難場所になるであろう総合体育館の早期着工（完成）（保セ） 

・三名生地区においては船岡生涯学習センターが避難所だが、不安であるの

で、新体育館（防災を含む）を早く作ってほしい。（船岡） 

総合体育館建設に関し

ては、現在議会でも議

員間で話し合いを進め

ています。ご意見とし

て承り、町執行部にも

伝えます。 

 

◆文教厚生常任委員会所管分 

№ 意見・要望等の要旨 回答 

1 

小中学生への防災教育について 

・小中学生への防災教育を。（保セ） 
町内の小中学校におい

ては、社会福祉協議会

と連携するなど、それ

ぞれ防災教育を進めて

います。社会福祉協議

会では昨年度 37 回、延
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№ 意見・要望等の要旨 回答 

べ 2681 人に対して防災

福祉体験学習を実施し

ています。 

 

◆産業建設常任委員会所管分 

№ 意見・要望等の要旨 回答 

1 

白石川の浚渫について 

・白石川の浚渫。（保セ） 

担当課より、白石川管

轄である宮城県に要請

するようお話します。 

2 

河川の浚渫、排水路の泥上げについて 

・柴田高校前（十八津入）の排水路の泥上げをしてほしい。（船迫） 

・三本木堀の浚渫。（改セ） 

・中瀬から関根川堀の川底が浅くなっているので浚渫をしてほしい。（改セ） 

産業建設常任委員会で

今後調査をします。 

3 
河川の土手の調査、改修について 

・白石川右岸（土手内側）の土手が心配、調査してほしい。（保セ） 

・三本木堀と関根堀の川の土手の改修。（改セ） 

産業建設常任委員会で

今後調査をします。 

4 

側溝の管理等について 

・側溝の上に樹木や花をおいたりして水が流れない。（船迫） 

・大原、三名生地区など、用水路に蓋をしていない所がある。避難のときも危

険。（３０年以上役場に訴えている）（船岡） 

 

用水路に蓋をしていな

い所については産業建

設常任委員会で今後調

査をします。 

5 
地下道へのバリケード設置について 

・地下道の通行止めを的確にするため、バリケードの設置を。（船迫） 

産業建設常任委員会で

今後調査をします。 

6 
鷺沼排水区整備について 

・鷺沼排水区の早期完成を。（西住） 

早期完成できるよう、

執行部に伝えます。 

7 

雨水、冠水対策について 

・住宅地開発や建設の時、雨水対策を留意してほしい。（船岡） 

・柴田小学校周辺の冠水対策を。（改セ） 

ご意見として承るとと

もに、今後の議員間の

話し合いの参考にしま

す。 

8 
冠水対策のための水門設置について 

・剣水地区の冠水対策として合流地点に水門が１つしかないので、あと１つ取

り付けてほしい。（船岡） 

産業建設常任委員会で

今後調査をします。 

9 
排水対策について 

・五間掘で雨水が溢れて家から出られなくなることがある。排水の方法を考え

てほしい（中居）（改セ） 

産業建設常任委員会で

今後調査をします。 

10 

排水対策について 

・排水機場まで高低差があることから、思うように排水できない。（改セ） 

ご意見として承るとと

もに、今後の委員会の

話し合いの参考にしま

す。 
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№ 意見・要望等の要旨 回答 

11 

草刈り作業について 

・四柄内(よかろうち)地区の砂防ダムの道路の草刈りなどの管理を行ってほし

い。（改セ） 

・五間掘の草刈りは集草作業もお願いしたい。（改セ） 

産業建設常任委員会で

今後調査をします。 

12 
落石防止ネットの設置について 

関本から内海道にかけて、落石防止にネットを設置してほしい（２２区） 

産業建設常任委員会で

今後調査をします。 

13 

イノシシ駆除とケモノ道の確認、改修について 

・イノシシの駆除や、ケモノ道の確認と崩れた箇所の改修を。（改セ） 

ご意見として承るとと

もに、今後の委員会の

話し合いの参考にしま

す。 

14 

大雪時の除雪について 

・大雪時の除雪は幹線道路だけではなく、生活道路など細いところもしてほし

い（改セ） 

ご意見として承るとと

もに、今後の委員会の

話し合いの参考にしま

す。 

15 

木の枝の切断について 

・入間田地区の木の枝を切ってほしい（のびて電線まで来ている）（改セ） 

木の所有につきまして

は、町、団体、個人所

有なのかがあります。

ご意見として承りま

す。 

 

②懇談テーマ２「町政・議会全般について」 

懇談テーマ２では、日頃「こうしたら、町が（議会が、役場が）もっとよくなるのに」と

考えていることを用紙に記入し、グループ内で発表し、出された意見・提案の中から話題を

絞って話し合いました。 

出されたご意見については、それぞれ内容ごとに、（ア）議会に関する質問・意見・要

望、（イ）町政に関する意見・要望等に分類し回答を記載しています。 
※会場別に柴田町保健センターは（保セ）、槻木生涯学習センターは（槻木）、船迫生涯学習センターは

（船迫）、西住公民館は（西住）、船岡生涯学習センターは（船岡）、農村環境改善センターは（改

セ）としています。 

 

（ア）議会に関する質問・意見・要望等 

№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

1 

議会懇談会について 

・議会懇談会に初めてきて、もっと多くの参加者

がいるといいと思いました。(船岡) 議会懇談会

実行委員会 

議会としても参加していただけ

るよう試行錯誤しながら取り組

んでいます。今後さらに実施し

ていきますので、周りの方々へ

お声がけいただき参加願いま

す。 

 

（イ）町政に関する質問・意見・要望等 
№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

1 

自主防災組織の交流会について 

・各自主防災組織とのコミュニケーションを図

る。(船迫) 

総務 

常任委員会 

自主防災組織の交流について、

ご意見として承りました。より
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№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

・有事の時に連携が図れる。(船迫) 

・情報交換をしてアドバイスをもらう。(船迫) 

・有効施設の水平展開を図れる。(船迫) 

・地域力を生かす。(船迫) 

・飲み二ケーションを図る。(船迫) 

・各班毎の活性化。(船迫) 

一層活発な交流が図られるよう

お願いします。 

2 

西住地区の雨水対策、冠水対策について 

・冠水・浸水対策をもっとしてほしい。（西住） 

・西住公民館の隣の空き地を確保してほしい。（西

住） 

・安全に避難所に行ける避難経路を考えてほしい

（西住） 

・西住小学校の校庭に避難できるよう入り口を移動

してほしい。（西住） 

総務 

常任委員会 

ご意見があった旨を町執行部へ伝

えます。 

本件については、９月に地区住民

からの陳情が出されており、１２

月現在、総務常任委員会及び文教

厚生常任委員会で調査をしていま

す。 

3 

ほ場整備での冠水対策について 

・ほ場整備の時に、冠水対策も行ってほしい。（改セ） 

・ほ場整備では、途中にため池を造るなど一時的に

水を溜めるような工夫を。（改セ） 

産業建設 

常任委員会 

今後のほ場整備事業に位置付ける

よう、執行部に意見を述べていき

ます。 

4 

消防団員の確保について 

・消防団員確保について若者が入団できる環境整

備。（改セ） 

・消防団員確保について何かメリットがあれば良い

のでは。（改セ） 

総務 

常任委員会 

ご意見があった旨を町執行部へ伝

えます。 

5 

地域の防災訓練について 

・自主防災組織から情報が少ないので、訓練は実施

していないが炊き出しなどは婦人防火クラブで

実施している。（槻木） 

議会懇談会 

実行委員会 

自主防災組織の活性化を図るよう

町に働きかけていきます。 

6 

高齢者への防災情報の提供について 

・高齢者に避難情報をより早く伝えるため、有線で

の防災情報がほしい。（改セ） 

・お年寄りに必要な情報が届くよう、掲示板の増設

を。（改セ） 

総務 

常任委員会 

ご意見として承ります。 

7 
情報の共有について 

・町、議会、住民が三位一体となって防災などのあ

らゆる情報を共有すること。（保セ） 

総務 

常任委員会 

ご意見として承ります。 

8 
町の財政について 

・柴田町は夕張市のようになるのではと心配してい

る。（槻木） 

総務 

常任委員会 

ご意見として承ります。 

9 

花のまちについて 

・船岡城址公園にばかりでなく町内の課題を解決し

てほしい。（保セ） 

・町政の方向（花より人への対応が大切では？）（保

セ） 

・花のまちも良いが福祉に税金を使ってほしい。（西

住） 

・花のまち柴田の町全体への広がりを。もっと一般

家庭にも浸透を。学校も道路も美しく。（船岡） 

総務 

常任委員会 

ご意見として承ります。 

10 
役場窓口のワンストップ化について 総務 

常任委員会 

ご意見があった旨を町執行部へ

伝えます。 
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№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

・亡くなった時などの保険、税金、年金の手続

きを 1か所でできるようにしてほしい。(船

岡) 

11 

役場の職員について 

・町職員は情熱あふれる対応。親切第一の町づくり

をしてほしい。（保セ）  

・役場職員は、住民の声とのかかわりを増やして

垣根をなくしてほしい。（槻木） 

総務 

常任委員会 

ご意見があった旨を町執行部へ

伝えます。 

12 

地域公共交通について 

・免許返納で事故を減らす。デマンドタクシーを町

独自の良いやり方を考えて（高齢者が移動するの

に困る）（保セ） 

・以前ははなみちゃん号を利用していたが、時間が

読めないため、利用しなくなった。（船迫） 

・町内をまわる巡回バスは集会所、大型スーパーを

停留所にしては。（船迫） 

・中核病院まで行けないのが不便。（船迫） 

・生協バスがあった時は、よかった。（船迫） 

・時間がある時は町内色々な所に行っていた。（船

迫） 

・免許を返した後の足の確保。（船迫） 

・デマンドバスで中核病院へ行けるように。早期の

実現を。（西住） 

・巡回バスを柴田郡全域に。（西住） 

・デマンドタクシーを中核病院に乗り入れしてほし

い。（船岡） 

・はなみちゃん号は中核病院まで乗り入れができな

い。（改セ） 

・はなみちゃん号は中核病院まで運行できると、利

用者も増えるのでは。（改セ） 

・停留所を決めて、町のマイクロバスを使った巡回

バスはできないか。（改セ） 

・はなみちゃん号で免許返納者の足の確保に何らか

の対策を。（改セ） 

・運転免許返納対策として、はなみちゃん号の運行

内容の強化！！（改セ） 

・はなみちゃん号の運行車両の増車を。（改セ） 

・停留所を決めた巡回とデマンドの併用。（改セ） 

・免許返納者にはタクシー回数券の付与。（改セ） 

・地域で運転手を依頼（契約）し、外出できる工夫

を。（改セ） 

総務 

常任委員会 

デマンドタクシーにつきまして

は、今後総務常任委員会の調査に

組み入れ、調査していくとともに

町執行部へ伝えます。 

13 

交通安全・防犯対策について 

・自転車走行のルールの徹底。（特に大学生、ビ

ュンビュン飛ばすし交差点で止まらない）（保

セ） 

・西住小学校前にカーブミラーの増設をしてほし

い(西住)  

・防犯灯を増やしてほしい(西住)  

・スクールゾーンの危険な道を時間規制して一方

総務 

常任委員会 

総務常任委員会で所管事務調査

に組み入れ、現場確認をしてい

くとともに、公安委員会への協

議など、防犯・交通対策を強化

するよう町執行部へ伝えます。 
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№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

通行にしてほしい。（西住小学校前）(西住)  

・通学路の安全確保を望む。（特に旧４号線沿い、

東海高熱の第３工場の付近の十字路。長年話を

しているが改善されていない。）(船岡)  

・町道入間田５１号線（農免道路）はスピードの

出し過ぎなど事故が多い。(改セ) 

・ 事故の防止や防犯対策に幹線道路へ防犯カメ

ラの設置を。(改セ)  

・街灯が少なく子どもの通学路で不安。街灯の増

設を行政に依頼。(改セ)  

・通学路の安全を。児童館前・大河原商業高等学

校の裏通りに交通規制をしてほしい（午前 7:30

～8:30）。(西住) 

14 

児童生徒の交通安全について 

・今、ヘルメットを着用していない学校もあるよ

うだが、危ないのではないか。（船岡） 
文教厚生 

常任委員会 

各学校では安全教室などでヘルメ

ットの着用を推進していますが、

放課後の着用についても指導する

よう、委員会として働きかけてい

きます。 

15 

若者への町政情報の提供について 

・町の行事など、若い世代にもっと声掛けが必

要ではないか。(槻木) 

・若者向けの出前講座がない。(槻木) 

総務 

常任委員会 

ご意見として承ります。 

16 

若者とのコミュニケーションについて 

・各種行事への参加、特に下宿生活している人の一

世帯・若者の呼びかけ。（船迫） 

・一般住宅はお年寄りが多い、若い人達は県営住宅

に集中している。（船迫） 

・区内の運動会には参加するが、そこからの広がり

がない。（船迫） 

・子ども会に交通安全ポスターを画いてもらい、ミ

ニ運動会の時表彰している。クオカードを参加賞

として渡している。（船迫） 

・夏祭り、盆踊りを実施し、若いお父さんやお母さ

んにも来てもらうように子どものスイカ割も実

施している。（船迫） 

・若者の参加をしてもらう為、運営側として西船迫

子ども会、東船迫子ども会に出店の運営を任せて

いる。（船迫） 

議会懇談会 

実行委員会 

すばらしい取り組みです。今後も

継続してください。 

17 
人材の育成について 

・次世代の人間を育てていく（首長、議員、区長の

なり手がいない）（保セ） 

総務 

常任委員会 

ご意見があった旨を町執行部へ伝

えます。 

18 
人口減少対策について 

・人口減少を止める施策を。（船岡） 

総務 

常任委員会 

総務常任委員会では活動テーマと

して、移住定住対策について調査

研究をしています。引き続き調査

をしていくとともに、ご意見があ

った旨を町執行部へ伝えます。 

19 
結婚相談について 

・結婚相談は町全体で取り組んでほしい。（改セ） 

総務 

常任委員会 

ご意見があった旨を町執行部へ伝

えます。 
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№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

20 

公園の環境整備について 

・槻木地区に２ヵ所の託児所ができた。近隣の公園

を子どもたちに利用させたいが、特に一番近い南

浦公園は遊具が古い。（槻木） 

・砂場には猫の糞だらけであり、槻木駅近くの公園

を利用している。安全に利用できる公園を。（槻

木） 

産業建設 

常任委員会 

産業建設常任委員会で今後調査を

します。なお、令和元年度９月会

議で南浦公園の遊具改修が盛り込

まれた補正予算を可決していま

す。 

21 

公園の環境整備について 

・公園について、草刈、草取りは地域の方は高齢な

ので、町として公園の整備を考えてほしい。遊具

も今どきの危なくない遊具の設置を。お年寄りも

休むことのできる場所（東屋）を。（船岡） 

産業建設 

常任委員会 

ご意見として承るとともに、今後

の委員会の話し合いの参考にしま

す。 

22 

清掃活動、除草作業について 

・独り暮らしへの対応として、掃除、植木及び雑草

などの手入れをする。草取り隊を結成してはどう

か。（船迫） 

・定例の清掃日に参加しない人の対策としてポイン

ト制にして報酬を有りにしてはどうか。（船迫） 

・行政区で機械を準備し作業してもらう。（船迫） 

総務 

常任委員会 

ご意見があった旨を町執行部へ伝

えます。 

23 
農地の草刈りについて 

・地権者に減反箇所の草刈りをしてほしい。（改セ） 
産業建設 

常任委員会 

町執行部に伝えるとともに、今後

の委員会の話し合いの参考にしま

す。 

24 

ごみ集積について 

・ごみの分別ができていないことから、ごみ袋に名

前を書くようにしては。（改セ） 

・ゴミ集積所は各行政区が違っているので、集積場

は木製でなく金属で統一させては。（槻木） 

総務 

常任委員会 

行政区によっては、廃品回収の収

益や交付金などを充てて金属製に

変更している状況です。 

25 

野良猫対策について 

・子どもの遊び場であるはずの南浦公園には、猫の

糞が沢山あるので、不衛生である。近辺にいる野

良猫に餌をやらない条例を作って欲しい。（槻木） 

・野良猫対策について、猫には去勢と避妊手術など

には助成をしてほしい。（槻木） 

・手術費などは公的補助してほしい。（槻木） 

総務 

常任委員会 

宮城県では公益社団法人 宮城県

獣医師会の会員動物病院にて飼い

主のいない猫の不妊手術に対する

助成制度を設けています。また、

飼い猫に対するマナー強化につい

て、町執行部に伝えます。 

26 

騒音問題について 

・コンビニに来るお客の車の騒音（音）がうるさい

ので、町としても対策が必要なのではないか。（槻

木） 

総務 

常任委員会 

ご意見として承ります。 

27 
イノシシ対策について 

・野菜作りをしているが、イノシシで困っている。

（イノシシ退治の強化）（槻木） 

産業建設 

常任委員会 

ご意見として承るとともに、今後

の委員会の話し合いの参考にしま

す。 

28 

空き家対策について 

・空き家やアパートの雑草が目だっている。（船岡） 

・高齢世帯が増え空き家の管理ができなくなってい

る。（改セ） 

・空き家がケモノの住処になっている。（改セ） 

・空き家の持ち主の連絡先は知っているが、東京方

面に住んでいて帰ってこない。（改セ） 

・空き家については行政で管理を！（持ち主とちゃ

総務 

常任委員会 

空き家対策については、現在総務

常任委員会で調査研究を行ってい

ます。なお、ご意見のあった旨を

町執行部へ伝えます。 
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№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

んと連絡を取り、管理するよう指導を）（改セ） 

・空き家について数年前に町で調査したがその後何

の反応もない。何のために調査したのか。（改セ） 

・空き家周辺の草刈りを地域や住民などで、できる

範囲で行う。（改セ） 

・空き家をカフェにすれば外からも人が入ってく

る。（改セ） 

29 

子どもの遊び場について 

・イオン隣の元パチンコ店の空地を利用して子育て

のための遊び場を。（船迫） 

・雨の日、子供達が遊ぶ場所があるといい。（船迫） 

文教厚生 

常任委員会 

町では大型プロジェクトが控えて

おり、施設の新設は難しいため、

既存施設の活用として、こどもセ

ンターや児童館の利用をお願いし

ます。 

30 

子育て対策について 

・３歳未満の子供の受け入れ施設がもっとほしい。

（船岡） 

・若い人たちが安心して働けるよう、乳幼児や待機

児童など、誰でも入れるような対策を！（改セ） 

文教厚生 

常任委員会 

今年度は槻木地区に２つの小規模

保育施設が開所し、令和２年度に

は民間の保育施設が開所予定で

す。 

31 

引きこもりの子どもへの対策について 

・ひきこもりの子を引き出してくれる人を育成す

る。（保セ） 
文教厚生 

常任委員会 

専門家の育成は町単独では難しい

状況と考えます。なお、各学校に

はスクールソーシャルワーカー、

スクールカウンセラーを配置して

おり、不登校の児童生徒を対象に

心のケアハウス事業を行っていま

す。 

32 

引きこもり対策について 

・イギリスには、孤独担当大臣が昨年から設置され

たが、町でもそのような担当を作ってはいかが

か。（保セ） 

文教厚生 

常任委員会 

ひきこもりに関しては、年齢や状

況により、それぞれの担当課が対

応しています。 

33 

地域での高齢者対策について 

・高齢者が多く話し合いが無くなっている。昔なが

らのお付き合いの場を増やす。（保セ） 

・８０歳以上または家から出てこない高齢者を対象

にヒアリングを。（改セ） 

・人とのつながりが持てるよう、ボードゲームでコ

ミュニケーションや会話を。（改セ） 

・お茶飲みなど、隣近所とコミュニケーションをと

る。（改セ） 

・歩いて出られない人の家へ行ってお茶会する。（改

セ） 

・いこいの場所を設けてお茶飲みなどで、人が増え、

話がはずみボケ対策になるのでは。（改セ） 

・コミュニケーションが大切。（改セ） 

文教厚生 

常任委員会 

地域の集会所などを活用して、各

地域で楽しい憩いの場所を作って

はいかがでしょうか。 

34 

高齢者の問題について 

・高齢者の生活支援をボランティアだけに頼らない

で（ゴミ出しをしている）生活支援の施策をつく

ってほしい。（西住） 

・老人施設の充実。（船岡） 

文教厚生 

常任委員会 

高齢者関係については、様々な問

題がありますが、ご意見として承

ります。 

35 
８０５０問題について 

８０５０問題。８０歳の親を５０歳の子が見ている

現状がある(改セ) 

文教厚生 

常任委員会 

個別の問題については、地域包括

支援センターに相談してくださ

い。 
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№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

36 

歩くコースづくり 

・楽しく散歩できるコース作りを。例えばクイズ的

なポイントコースづくり。（保セ） 

文教厚生 

常任委員会 

町では、歩く町しばた推進委員会

を設置し、各課横断的な連携体制

をとり、住民が楽しく歩けるまち

づくりを進めているところです。 

37 

仙台大学との連携について 

・仙台大学をうまく活用して、トレーニング方法な

ど地域に入って指導してほしい。（船迫） 

文教厚生 

常任委員会 

現在も、仙台大学が地域と連携し

た事業は福祉課、健康推進課など

各課で実施しておりますので、ご

相談ください。 

38 

健康ポイントについて 

・健康ポイントを役場に届けに行ったが申請書が後

日郵送された。届けに行った折りに申請書がもら

えないか。（西住） 

文教厚生 

常任委員会 

委員会として改善を働きかけてい

きます。 

39 

大規模施設の整備について 

・借金を減らすため、図書館はいらない。（槻木） 

・体育館より先に図書館がほしい。（西住） 

・町民が楽しくスポーツや懇談会等ができる場とし

て新体育館を作ってほしい。子ども達や高齢者の

集える場があれば、どんどんスポーツやつながり

ができると思う。（船岡） 

文教厚生 

常任委員会 

様々な考えがありますので、ご意

見として承ります。 

40 

如心庵について 

・如心庵が８㎝ほど地盤沈下している。（船迫） 

・如心庵の壁にヒビが入っている。（船迫） 

・如心庵の土台が傾いている。（船迫） 

文教厚生 

常任委員会 

文教厚生常任委員会においても外

観を調査しました。如心庵の利活

用促進も含め、改修について働き

かけていきます。 

41 

西住公民館について 

・西住公民館にエアコンを設置してほしい。（西住） 

・西住公民館の調理室の給湯設備が破損している。

早期の修繕をしてほしい。（西住） 

・集会所を新築に。できるまで公民館の使用料を集

会所の使用料と同料金にしてほしい。（西住） 

文教厚生 

常任委員会 

エアコンや給湯設備の早期整備に

ついては、委員会として働きかけ

ていきます。公民館使用料に関し

ては、現状では集会所料金と同料

金にはできないと考えます。 

42 
公共施設への英文表記について 

・公共施設に英文表記をしてほしい。（槻木） 

総務 

常任委員会 

ご意見があった旨を町執行部へ伝

えます。 

43 

県道（旧国道４号線）の改修について 

・大河原商業高校前の旧国道４号線の轍（わだ

ち）を直してほしい。（西住） 

産業建設 

常任委員会 

旧４号線の管理管轄である大河原

土木事務所へ要望を伝えるよう、

町執行部に依頼します。 

44 

道路の改修について 

・昭和電線社宅前の道路整備をしてほしい（わだ

ちがある）（西住） 

産業建設 

常任委員会 

産業建設常任委員会で今後調査を

します。 

45 

道路、歩道の整備について 

・車椅子でも移動できるように歩きやすく段差の

無い道路歩道を。（保セ） 

・歩きやすい道路、歩道を段差の無い、障がい者

に優しい道路に。（年次計画を示してほしい）

（保セ） 

・障がい者に優しい道路は全町民に優しい道路。

（保セ） 

産業建設 

常任委員会 

ご意見として承るとともに、今後

の委員会の話し合いの参考にしま

す。 
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№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

・電動車椅子で動ける幅の道路、長期計画を。（保

セ） 

・障がい者が外に出るのが楽しくなるような道

を。（段差をなくす）（保セ） 

・船岡駅から船岡支援学校間の歩道について、段

差のない歩道整備を。（保セ） 

・歩道が荒れていて歩きにくい。（しっかり整備し

て）（保セ） 

・旧国道（白幡地区）の歩道はベビーカーが通れな

いほど狭い。広くしてほしい。（槻木） 

・歩道の整備を。歩いていてもつまずくような所が

たくさんある。人（子ども、高齢者）のための道

路整備を。（船岡） 

・新栄通り線を延長してほしい。（船岡） 

46 

側溝について 

・側溝対策（つまりの解消を）。地区だけではできな

い。（保セ） 
・側溝に蓋をつけてほしい。（西住） 

・側溝、下水道の工事後の道路状況の確認をして

ほしい。（西住） 

産業建設 

常任委員会 

ご意見として承るとともに、今後

の委員会の話し合いの参考にしま

す。 

47 
生活環境の整備について 

・生活環境の整備に力を入れてほしい。（生活道路、

排水・側溝の補修）（船岡） 

産業建設 

常任委員会 

ご意見として承るとともに、今後

の委員会の話し合いの参考にしま

す。 

48 
除雪について 

・除雪をもっときめ細かにしてほしい。（西住） 
産業建設 

常任委員会 

ご意見として承るとともに、今後

の委員会の話し合いの参考にしま

す。 

49 

槻木地区の活性化について 

・企業を誘致し若い人が働ける場所の確保を。（改

セ） 

・観光面で町は船岡地区に力を入れている。（改セ） 

・メタセコイアの奇跡は自分たちの募金で行ってい

る。船岡は町で行っているが一緒にできないか。

（改セ） 

総務 

常任委員会 

ご意見があった旨を町執行部へ伝

えます。 

50 

東船岡地区の環境整備について 

東船岡地区の発展に更に力を入れてほしい。（東船

岡駅周辺の整備。駅までの道路整備。ヨークベニマ

ルや協同クリニックに行く道が狭い。）（船岡） 

産業建設 

常任委員会 

ご意見として承るとともに、今後

の委員会の話し合いの参考にしま

す。 

51 

住居表示について 

・住居表示をもっと簡略に（今は上名生、中名生、

下名生の次に剣水、大原などがきて長すぎる。東

船岡何丁目とかできないのか、以前役場の人に言

ったことがある。）（船岡） 

総務 

常任委員会 

住居表示については、様々なご意

見があります。ご意見として承り

ます。 

52 

移動販売車について 

・移動販売車要望のあるところに来てほしい。（船

迫） 

総務 

常任委員会 

現在、民間事業者が実施をして

いますので、詳しくはお問い合

わせください。 
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№ 質問・意見・要望等の要旨 所管委員会 回答 

53 
町営住宅の建設について 

・若い人向けに入間田に町営住宅の建設を。（改セ） 
産業建設 

常任委員会 

ご意見として承るとともに、今後

の委員会の話し合いの参考にしま

す。 

54 
集会所のカラオケについて 

・集会所にカラオケがほしい。（月８千円の維持費の

一部を補助できないか）（保セ） 

議会懇談会 

実行委員会 

行政区によって利用、使用方法が

様々なので、行政区へ相談してく

ださい。 

 

（その他このような意見が出されました） 

・安全な町。町民と一緒になって作っていく。（保セ） 

・町民のみんなで金を作り出していく。（保セ） 

・みんなで親切第一の町、安全第一の町。意欲を持っておこなう。（保セ） 

・心に残るふるさとをつくりましょう。（槻木） 

・町内会活動に積極的に参加してほしい（保セ） 
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２ 団体懇談会 

今年度より常任委員会単位での開催とし、年間活動計画の活動テーマに基づく団体を選定

して実施しました。 

（１）総務常任委員会 

 １）懇談会の概要 

開催場所・日時 対象団体 参加者数 

議会委員会室 

令和元年 12月 12日（木） 

10：00～11：30 

公益社団法人  

宮城県宅地建物取引業

協会柴田ブロック 

８人 

 

内 
 

訳 
総務常任委員 ５人 

公益社団法人  

宮城県宅地建物取引業

協会柴田ブロック 

３人 

２）懇談会の実施方法 

対面形式により、委員長あいさつ後、議会側より平成 30年度柴田町議会活動報告を行い、

公益社団法人 宮城県宅地建物取引業協会柴田ブロック側から不動産業に係る空き家の現状

等について説明を受け、「移住・定住施策としての空き家対策について」「柴田町で今からで

きる移住定住施策について」をテーマに懇談を行いました。 

◆当日の様子 

 

３）懇談会の内容 

空き家バンクの流れについては、売りたい方、貸したい方から行政に対して空き家バンク

へ登録する。そこへ住みたい人などがマッチングする。実際に借りる、買うとなると重要

事項説明や契約など専門的になるので協定を結んで一緒に行うことが大事。（契約後のトラ

ブル防止にもなる。）以前に空き家バンクについて市町村を周ったが、丸森町や七ヶ宿町で

は真剣に取り組もうと思っているみたいだが、大河原町、柴田町など人口がほぼ横ばいの

ところはあまり興味を示されなかった。 

人口は間違いなく 1億 2千万人から 8千万人になる。相対的にどこも減っていく。空き家

バンクだけやれば人口が増えるわけではない。人口減少を防ぐため、移住定住をどういう

ふうに広げていくか。 
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移住定住は行政だけで考えることではなく、住民全体で考えなければならないこと。みん

なで町並みについて考えることが重要。その足掛かりに空き家バンク、空き家の調査を行

い現状を知ること。 

 

（２）文教厚生常任委員会 

 １）懇談会の概要 

開催場所・日時 対象団体 参加者数 

議会委員会室 

令和元年 12月 19日（木） 

9：30～12：00 

①健康推進員 

（運動普及リーダー） 

②食生活改善推進委員会 

③介護予防サポーター 

（わくわく元気応援クラ

ブ） 

１８人 

 

内 
 

訳 
文教厚生常任委員 ６人 

① ５人 

② ２人 

③ ５人 

12人 

２）懇談会の実施方法 

懇談のテーマを健康寿命の延伸について（柴田町がもっと「健康なまち」になるために

は）とし、１グループ６人ずつに分かれてワールドカフェ形式で対話を行いました。 

第１ラウンドでは「健康」についての自分、地域、町の取り組みの現状のよいところと残

念、足りない、もっと良くなるところをそれぞれ話し合いました。第２、第３ラウンドで

は、柴田町がもっと「健康なまち」になるために、その理想の姿とそのために必要なことを

話し合いました。 

◆当日の様子 

 

３）懇談会の内容 

各グループから出た主な意見（抜粋）は以下のとおり。 

●「健康」についての自分、地域、町の取り組みの現状 

（良いところ） 

・フレイル予防に重りをつけて行う 100歳体操を実施している。 

・からだ測定会を継続している。 

・ダンベル体操が盛ん（30以上サークルがある）。 
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・健康推進員として関わっている町の事業はたくさんある。 

・デマンドタクシーを使って外出している。 

・仙台大学との連携事業がある。 

（残念なところ、足りないところ、もっと良くなるところ） 

・町で行っている事業が住民に知れ渡っていない（ＰＲ不足）。 

・からだ測定会、健康 100日チャレンジはいつも同じメンバーで広がりがない。 

・活動に対して、会場費などの補助があるといい。 

・参加したくても足（移動手段）がない。 

・男性の参加が少ない。 

・介護予防リーダーが高齢化しており、後継者育成が必要。 

●柴田町がもっと「健康なまち」になるためのアイデア 

（理想の姿） 

・男性が積極的に外に出るようになる。 

・歩く人が増える。 

・食を大切にする。 

・地区の集会所をフルに活用する。 

・健康な人が増え、医療費が削減される。 

（必要なこと） 

・男性向けの企画（健康麻雀など）で声がけする。 

・男の料理教室を各地区で行う。そこに女性を招待する。 

・夫婦で参加できる行事があるといい。 

・男性の健康推進員を増やす（理想は半々）。 

・職場の退職前から男性が地域に関わるようにする（させる）。 

・「町民が歩く日」を町が設定し、各地区で歩く活動をする。 

・健康事業のための使用について、地区集会所の利用を無料にする。 

・ダンベルグループの減少など対策として、サポーターを養成する。 

 

（３）産業建設常任委員会 

 １）懇談会の概要 

開催場所・日時 対象団体 参加者数 

議会委員会室 

令和 2年 1月 31日（金） 

10：00～12：00 

柴田町商工会 

工業部会 

１７人 

 

内 
 

訳 

産業建設常任委員 ６人 

柴田町商工会 

工業部会 
11人 

２）懇談会の実施方法 

懇談のテーマを柴田町の工業とまちのにぎわいを懇談テーマとし、柴田町商工会工業部会 

のみなさんに事業の現状や課題を話していただいた後、ざっくばらんに意見交換を行いまし 
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た。 

どうやったらまちのにぎわいに繋げていくことができるか、委員会としてどんなことがで

きるかを考え、確認しました。 

◆当日の様子 

 

３）懇談会の内容 

商工会工業部会のみなさんから現状や課題等を話していただいた後、ざっくばらんに懇談

をしました。そのため、内容が多岐にわたった懇談会となりました。内容等については以下

のとおり。 

●現状について 

・不動産業でも、少子化で新築物件よりリフォーム物件が増えている。 

・町内で小売業、特に食品を扱う方がほとんどおらず、スーパーと言われるような店が 10店

あるかないか。そのため、町外を中心に商いをしている状態。 

・子どもの数が減っているため、以前は学校給食センターへ７、８軒で豆腐を共同納品して

も大変だったが、現在は１軒だけで納品ができる状態である。 

・高齢化になっているため、若い人を採用したいが新規採用が難しく、先行き不安である。 

・町内工場の下請けをしているが、企業の統合の影響で、仕事をもらいに関東へ出向く状

態。町内の工場の仕事なのに町内でできないのはもったいない。世の中の大会社はそんな

流れのため、仙南近辺でほかのお客さんをとりたくてもどんどん減っている。 

・仙南広域工業会、柴田町内工場等連絡協議会、仙南マシンクラブなどに入って連携を深め

ているが、仕事には結びつかない。 

・昨年の米中問題以降、大手は自分の会社のみで仕事を回し、外注は使わなくなった。その

ため 12月初旬から仕事が止められて売り上げが上がらず非常に苦しい。 

 リーマンショック並みの生産数。特に自動車の製造や部品関係は米中問題から引きずって

いる。 

・何十年と工賃が増えていない状況。 

●要望など 

・議員は、台風 19号時にどこを回っていたのか被災者からは見えなかった。緊急時の議員の

行動はどうなっているのか。 

（回答）議会で災害対策本部を立ち上げ、各議員が調査をして報告してくる案件を整理し、

緊急度の高い案件から町災害対策本部に報告をしていました。 

・議会活動報告書の「懇談会の開催」は「懇談しました」だけの報告でなく、「こういうこと 
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があった」とか「こういう意見があった」など、具体的な成果の報告が欲しい。（柴田高校

との懇談会など） 

（回答）議会を身近な存在と考えてもらうように、毎年柴田高校との懇談会を開催していま

す。その話し合いの中で、高校生の吹奏楽部の活動の場として、議場を提供してコンサー

トを行うことになりました。 

・中学生との懇談会も開催してほしい。 

（回答）次回の実行委員会に、要望があった旨を伝えます。 

（産業建設常任委員会に関する意見） 

・町内の経済をよくするためにも、雨のたびに水没する道路を直してほしい。 

・台風 19号で早く修理した人への補償がなかった。町の方針が遅かったためか、早く動いた

人とそうでない人との補償に差があり不公平だ。 

・地域ごとに、高齢者が困らないような食品を扱う小売店を作ってほしい。食品での買い物

難民をつくらないようにしてほしい。 

・商・工・農・行政との連携を深めないと単体では生き残れない。行政の先導を。 

・外国人労働力は必須。採用時には最低３人からとか５人からと取り決めがあるが、１人、

２人雇用するので精一杯。そのため、企業同士のグループで、共同で宿舎を用意して、そ

こから各工場に出かけるというスタイルが考えられる。町としても対応できるように準備

していてほしい。 

・さくらまつり等で観光客を呼び込むのはいいが、町の投資額に見合う結果を出してほし

い。せめて費用対効果の計算をしてはどうか。 

・桜の季節ばかりではなく、一年を通じて人が来るようにして、若い人が開業する機運を盛

り上げてほしい。 

（他の意見） 

・空き家バンクの連携が気仙沼市、塩釜市、白石市などではできている。現在の所有者が誰

かは行政でないとわからないので、柴田町でも空き家バンク制度をつくってほしい。 

・労働力不足で外国人を迎える際、ごみの出し方や周辺住民との付き合い方などの対応を考

えて欲しい。 

・農業体験を行っているが、参加者の意見や感想をデータ化して記録し公表してほしい。保

存していけば経年の変化もみられる。 

・高齢者が集える場、話し合える場がほしい。そうすれば健康にもつながり、医療費も安く

なる。 
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３ 柴田高校との懇談会（魅力あるまちって？しゃべり場 in柴田高校 2019） 

テーマ 「20年後も住みたいまち、戻ってきたいまち」 

（１）参加者数 

開 催 日 時 開催会場 参加者数 

6月 28日(金) 

13:40～15:30 

柴田高校  

（１階会議室） 

８３人 

 

内 
 

訳 

柴田高校 

２、３年生 
４８人 

柴田町議会議員 

柴田町職員 

１８人 

１７人 

ファシリテーター（進行役）：柴田町議会 平間 奈緒美 議員 

 

（２）懇談会の実施方法 

 高校生、町職員、議員等を５～６人の小グ

ループに分け、３ラウンドの話し合いを行いま

した。ラウンドごとに議員１人を残して席替え

を行い、ラウンドごとに異なるテーマで話し合

いました。 

 グループ内で出た意見については、各自自

由にテーブル上の模造紙に書き込み、３ラウン

ド終了後に「個人ワーク」を行い、その後に参

加者全員で振り返りを行いました。 

 各ラウンドの対話テーマ及び個人ワークは

以下のとおりです。 

① 「自分の住む町や柴田町の｢いいね！｣と思うこと、｢残念！｣と思うことは何ですか」 

② 「20年後、どのような仕事をして、どんな人々と、どんな暮らしをしていたいですか。理想の

暮らしを考えてみましょう。」 

③ 「20年後、そんな理想の暮らしが実現できる地元にするために、これから必要な「場」、

「人」、「仕組み」は何でしょうか。」 

（個人ワーク）「理想の 20年後を実現するために今から自分が取り組まなければならない一歩は何

でしょうか？」 

◆当日の様子 
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（３）懇談会の内容 

第１ラウンドでは、出された意見を分類して掲載しています。 

第２・第３ラウンド、個人ワークの意見はそのまま掲載しています。 

 

ワールドカフェ方式の話し合いは、世代間や地域、経験を超えて多くの意見を引き出し、共有す

るための手法として有効です。 

柴田高校生との懇談会は今回で４年連続となります。これからのまちを担っていく若者の意見を

各議員の活動や委員会の活動などへ生かし、町政に反映させていけるよう取り組んでいきます。 

 

■ラウンド①「自分の住む町や柴田町の｢いいね！｣と思うこと、｢残念！｣と思うことは何ですか」 

（原文のまま） 

いいね！と思うこと 残念！と思うこと 

●柴田町（について） 

【自然関係】 

・自然が多い（特に桜） 

・自然が豊か 

・自然が多い、四季を通じた風景が豊か 

・自然豊かで四季の変化が楽しめる 

・自然（虫）が多い 

・自然がいっぱい。 

・身近にすぐ自然が感じられる 

・桜がきれい 

・桜（町外からも多く来る） 

・登校中に見る桜がきれい 

・桜祭りがある 

・一目千本桜という他の町にはないものがある 

・一目千本桜を海外からも観に来てくれる 

・花が多い 

・気候が穏やか 

・景色がきれい 

・太陽の村から一望できる 

・高層の建物がなく景観がいい 

・雪が少ない 

・雪が少なく住みやすい 

・緑が多い 

・カタクリの花 

・オニヤンマがいる 

・あじさい祭がある 

・田んぼが多い 

・ちょうどいい大きさ（町の規模） 

●柴田町（について） 

【自然関係】 

・自然（桜）以外に象徴的なものがない 

・春の桜以外の印象がうすい 

・花しかない 

・あじさい祭りも知らない 

・（橋に架かる）坂道が多い 

・坂が多い 

・虫が多い（桜歩道橋のかげろう） 

・虫が多い 

・夏の帰り、柴田大橋上に、虫（カゲロウ）が多

く不快 

・暑い（エアコンが欲しい） 

・寒い 

・川が汚い 

・ゴミがすててある 

・事故が多い 

・駅から遠い場所だと不便 

・静かすぎる 

・水害が少しある 

・桜以外の良いことのアピールが足りない 

・危ないところが多い 
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いいね！と思うこと 残念！と思うこと 

・静か 

・自衛隊まつり 

・冬のイルミネーションがすごい 

・一年を通して住みやすい 

・白石川がきれい 

・太陽の村から町が一望できる 

・災害（地震、大雨）が少ない 

 

【まち関係】 

・スポーツが盛ん 

・公園が多い 

・電車の駅が近い 

・駅がある 

・交通アクセスがいい 

・仙台に通勤・通学しやすい 

・高校から駅まで近い 

・交通の便が良い 

・ＪＲだから（電車の）本数が多い 

・スーパーが多い 

・コンビニが多い 

・保育所から大学まである 

・大学と高校がある（体育科の設置） 

・高校や大学がある 

・幼稚園、保育所、小・中学校が多い 

・小、中、高、大、全てがある 

・学校がたくさんある 

・（近隣に比べて）人口が多い 

・挨拶をしてくれる人が多い 

・活気がある。若い人が多い（大学生） 

・大学があって若い人が多い 

・駅前のイルミネーションがきれい 

・桜並木がきれい 

・蔵王の景色 残雪の山きれい 

・住みやすい(気候・人) 

・土地が名取市に比べると安い 

・生活がしやすい 

・町なかに住んでると、歩ける距離でほとんどの

用事が済ませられる所 

・自然災害が少なくて住みやすい 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まち関係】 

・交通の便が悪い 

・買物するのに不便だ 

・朝の渋滞がひどい（通学に苦労する） 

・東北線の本数が少ない 

・交通少ない 

・電車の時間の間隔を短くしてほしい 

・道路で自転車が通りづらいところがある 

・バスがない 

・駅から柴高までのバスがない 

・電車の本数が少ない 

・カーブミラーが少なく危ない 

・道路が狭い 

・道路が悪い(通学路にみずたまりが多い) 

・電車がとおってない 

・路線バスなどが通っていない 

・船岡駅から学校まで遠い 

・観光は桜しかない 

・（学校帰り）道が暗い 

・夜が暗い 

・街灯が少ない 

・東船岡駅周辺の明かりが少ない 

・ゴミのポイ捨てが気になる 

・有名な物が少ない 

・活気がない 

・槻木と船岡の格差 

・柴田町独自の名品不足 

・立ち寄れる場所が学校の近くにない 

・アニメイト 

・大きな病院がない 

・総合病院がない 
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いいね！と思うこと 残念！と思うこと 

・イベントが多い 

・家賃が安い 

・イルミネーションがきれい 

・ゆるキャラがかわいい 

・カラオケがある 

・飲食店がある 

・球場がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人関係】 

・知り合いが多くて安心 

・挨拶を返してくれる人が多い 

・学生が多い 

・スポーツ日本一がいる 

・日本一がいる 

・人と人との距離が近い 

・大きなお店が少ない（大河原の方が多い） 

・服屋さんがない 

・カフェ（スタバ）がない 

・軽く食べられる所がない 

・飲食店が少ない 

・カフェ系統の店が少ない 

・デートする場所がない 

・映画館がない 

・遊ぶ所がない（水族館ほしい） 

・遊ぶ場所が少ない 

・娯楽（遊べる場所が少ない） 

・皆で遊ぶ場所がない 

・遊ぶ施設が少ない 

・若者の遊び場（ショッピングセンター） 

・コンビニが欲しい 

・駅中にトイレが欲しい 

・駅の中にトイレがない 

・イルミネーションの統一感がない（特に城址公

園） 

・図書館が小さい 

・同級生が残っていない 

・子どもの遊び場（幼児）少ない 

・うまいラーメン屋さんがない 

・公園でボールが使えない 

・船岡駅周辺に何もない 

・パークゴルフ場がない 

・民間の保育所がない 

・買い物をする所、デパートがない 

・目印が少ない 

・お店が少ない。ショッピングセンターがほしい 

・運動ができる施設（トラック）がない 

 

【人関係】 

・静かすぎる 

・しゃいな人が多い 

・若い人が少ない 
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いいね！と思うこと 残念！と思うこと 

・子供達が安心して暮らせる環境 

・人と人とのつながりがある 

・フレンドリー 

 

【その他】 

・お米みそが美味しい 

・ゆずが美味しい 

・犯罪が少ない 

・地震に強い 

・部活が充実 

・インターハイが行われた 

・ラーメンのうまい店が多い 

・柴田高校、自動車学校がある 

・駅がある 

・騒音がない（静か） 

・ほっとする所 

 

●自分の住んでいる市・町 

【自然関係】 

・不動尊公園のキャンプ場（丸森町） 

・丸森のあぶくま川の船くだり 

・海がある（山元町） 

・蛍がいる 

・蛍がきれい 

 

【まち関係】 

・温泉がある 

・松川がでかい 

・球場がある 

・図書館がある 

・映画館・ボーリング場がある（大河原町） 

・ロケットセンターがある（角田市） 

・ロケットがある 

・道の駅ができた！（角田市） 

・体育館がある（大河原町） 

・映画かんがある（大河原町） 

・一目千本桜がある 

・バイパス沿いにたくさん店がある 

・ロケット、展望台（角田市） 

 

 

 

 

【その他】 

・ごはん屋さんが少ない 

・アルバイトの時給が低い 

・買い物をするとき不便 

・カフェがほしい(スタバ) 

・ソウルフードがない 

・パトカー、救急車の音が気になる 

・ゲームセンター、フードコートがほしい 

・服屋、スポーツ用品店がほしい 

 

 

 

 

●自分の住んでいる市・町 

【自然関係】 

・自然が少ない（仙台市） 

・強風でよく電車が止まる(岩沼市) 

・川が氾濫する 

 

 

 

【まち関係】 

・買い物するのが不便だ 

・交通の便が悪い 

・駅がない 

・交通機関が少ないので不便 

・無人駅 

・阿武急うるさい 

・阿武急高い 

・本数が少ない 

・製紙工場のにおいがひどい（岩沼市） 

・大昭和の周りの空気が汚い（岩沼市） 

・遊ぶところがない 

・駅がない 

・遊べるところがない（大河原町） 
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いいね！と思うこと 残念！と思うこと 

・パークゴルフ場がある（角田市） 

・アイリス祭りがある（角田市） 

・たくさんの祭りがある（角田市） 

（菜の花まつり、梅まつり、づんだまつりなど） 

・アルプス祭の花火がきれい（角田市） 

・交通の便がいい（岩沼市） 

・交通の便がいい 

・阿武急が強い(台風でも動く) 

・やさしい人が多い（岩沼市） 

・おいしいラーメン屋が多い（岩沼市） 

・子どもの施設が多い（岩沼市） 

・子供の施設が多い（角田市） 

・体育館等の施設がまとまっていて利用しやす

い（角田市） 

・はらこめしが美味しい（亘理町） 

・グリーンピア、竹駒神社（岩沼市） 

・おいしいラーメン屋がたくさんある（岩沼市） 

・生活に安心感がある（公共バスがあることで） 

 

【人関係】 

・みんながあいさつする（角田市） 

・地域の方と交流が多い（丸森町） 

 

 

 

【その他】 

・角田のお米美味しい 

・何もなし（大崎市） 

・果実がおいしい 

・はらこめしが美味しい 

・朝日山公園がきれい(岩沼市) 

・特産品がある(白石温麺) 

・萩の月がある(大河原町) 

・白石城がある(白石市) 

・角田市には、マメ、コメ、ユメ、ヒメ、ウメの

5つのメがある 

・登米市中田には、風車がある 

・石ノ森章太郎の実家がある 

・齋理屋敷（隣の）のジェラート（丸森町） 

・事件がおおい（岩沼市） 

・岩沼の五間堀が汚い（岩沼市） 

・騒々しい（活気があるとも言える） 

・電車の数が少ない 

・街灯が少ない 

・電車が少ない 

・アクセスが悪い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人関係】 

・夜もうるさい 

・伝統工芸の後継者不足(白石和紙) 

 

 

 

【その他】 

・通学距離が遠い(白石市) 

・角田市は、若者が減っていて高齢化が進んでい 

 る 

・交通が悪い 

・遊べる場所が少ない 

・登米市中田はお店が少ない 

・若者が少ない 

・建物の老朽化が多い 
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いいね！と思うこと 残念！と思うこと 

・駅前のケーキ屋さん、コロネ（角田市） 

・五つの「め」がある(米、夢、姫、梅、豆) 

・歴史がある 

・ロケットセンターがある 

・城がある 

 

■ラウンド②「20年後、どのような仕事をして、どんな人々と、どんな暮らしをしていたいですか。理想

の暮らしを考えてみましょう。」 

どのような仕事（自分） 

・柴田町議員 

・役場・郵便局など安定した仕事 

・公務員（役場職員） 

・柴田町の公務員になりたい 

・役場職員を続ける。色々な課を回って 

・公務員（事務所）・・消防、自衛隊から変更 

・公務員になって、奥さんと二人偉くなる 

・東京の大学から地方公務員 

・役場課長 

・公務員 

・保育士 

・養護教諭 

・警察官 

・海上自衛隊で、給養を担当 

・海上自衛官になりたい 

・図書館の仕事（司書） 

・介護 

・高齢者介護福祉関係の仕事(母が介護関係の仕事をしていた) 

・栄養士（学校給食の） 

・幼稚園教諭 

・司書 

・建築関係（バリアフリー関係） 

・建築関係（リノベーションの仕事をしたい） 

・公認会計士 

・プロレスラー（柔道部） 

・空港のグラウンドスタッフ 

・メジャーリーガー 

・ラーメン屋開業 

・サッカー日本代表 

・スポーツインストラクター 
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・スポーツトレーナー 

・スポーツトレーナー(サッカーでケガしたときサポートしてくれた) 

・安定した仕事についていたい 

・安定した職に就く 

・映像に関する仕事 

・部活の種目に関する仕事 

・人を助ける仕事（医療関係） 

・たくさんの人を助けられる福祉の仕事 

・まちづくり活動 

・法律関係の仕事 

・食品会社で働く 

・子どもたちにかかわる仕事（保育士など） 

・体を活かす仕事 

・少しでも高い役職につきたい 

・年収７００万円～１０００万円→これぐらい稼ぐには、ＩＴ関係、銀行、証券会社、大手企業、

起業する 

・つきたい職（学芸員、歴史好きなので考古学など） 

・町民全体に関わる仕事 

・芸人になってばれないように闇営業したい 

・自分の好きな仕事をしたい（どんな仕事かまだ言えないが、モチベーションを保っていきたい）） 

・オリンピック５連覇（柔道部） 

・ＣＤデビュー 

・結婚してゆるく働きたい 

・ゆるく働きたい 

・こっちにいない方が多い（働く場所がない） 

・人のために、自分の働いているところのためにできることを考えて仕事をする 

・町、市をよりよくしようとしている人と働きたい 

・年金で安定した暮らし 

・家を買いたい 

・関東に出たい 

・東京に住みたい（大学が東京のため） 

・英検２級 

・安定した仕事で仲の良い友達とたのしく!! 結婚して子ども三人くらいいるでしょう 

・38歳医療事務をして、一人で暮らしてても良いから、今の友達と仲の良いままでいたい 

・バレー続けていてほしい。結婚したら、女の子二人で男の子一人、スポーツをしてほしい 

・38 歳警察官になって生活保安科で少年少女、女性を中心に守りたい。剣道続けていると思う。

家庭をもっていたい。2～3 人の子ども(女の子には⇒ピアノ。男の子には⇒剣道)私も剣道を続

けていたい 

・結婚して子どもとのんびり・・・公園とか でも仕事は続けたい 

・ジジババと共同住宅で自給自そく 
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どんな人とどんな暮らし 

・旦那さんの給料で二人の子供と平和に暮らす 

・27歳で結婚し町内で就職。平屋の家を建て働きながら子育てする 

・結婚して裕福な暮らし 

・結婚して、一軒家に暮らしたい 

・結婚して、猫を飼う。専業主婦 

・結婚していたい（自分がこの人と一生いたいと思った人と）。奥さんと子供と一緒にいろんな所

に行きたい 

・結婚していたい。家族をつくりたくさんでかけたい 

・結婚していたい 

・結婚して子供たちに囲まれていたい 

・結婚したい 

・結婚して、ゆるく働きたい 

・結婚して専ぎょう主婦になりたい 

・結婚は 25、26才以上で給与が安定してから考えたい 

・38歳までに結婚したい 

・結婚する 

・結婚して平和に暮らしたい、健康に 

・結婚して子どもがほしい 

・安定した職に就いて結婚したい 

・ダンナさんと幸せに暮らしている 

・専業主婦になりたい 

・家族と幸せに 

・幸せな家庭を 

・幸せな家族 

・家庭をもって楽しくすごす 

・３児のパパ 

・普通の家庭を持って、普通に幸せな暮らしがしたい 

・動物をいっぱい飼いたい 

・猫を飼いたい 

・猫と犬と暮らしたい 

・平和に暮らしたい。一軒家が欲しい 

・マイホーム 

・一軒家をたてる 

・家を建てて大家族 

・40歳までに家建てる 

・理想の持ち家を建てたい 

・結婚して家も建てる 

・自分の趣味を増やしたい 

・旅行やしゅみを、友達、家族と楽しみたい 
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・しゅみでサッカーがしたい 

・体をきたえて 80代を元気に過ごしている 

・庭で野菜を作り自給自足に努めたい 

・沢山旅行に行きたい 

・地域の人達と一緒に楽しくおしゃべりしたり、温泉に行ってのんびり暮らしたい 

・働いて安定した暮らしをしている 

・静かに暮らしている 

・平和に暮らす 

・健康に生きる 

・遊んで暮らしたい 

・本気で遊びたい 

・遊びまくりたい 

・地元から離れている 

・角田市と丸森町が合併し丸田市になっている 

・柴田町で自分の得意分野 

・専門知識 

・こども 

・ストレスフリー 

・保護者の方と一緒に地域で子どもたちを守っていきたい 

・認知にならないよう健康に気をつけてくらす 

・友人・知人とちかくにすみたい 

・元気でいれれば良いなあ？ 

・マスターズグランプリ（35歳以上） 

・仕事 2割・遊び 8割 

・外車に乗る 

・スポーツカーに乗る 

・家族安心して生活していく 

・仙台のジムへ通っている（フィットネストレーニングをする） 

・専門の勉強をして仙台に勤める 

・今の生活の環境は変えたくない 

・おもしろい人たちと一緒に仕事ができたら 

・理解あるダンナと 

・豊かな暮らし 

・地域の人(近所の人)と仲良し 

・子どもと夫と幸せに暮らしたい 

・子どもにも保護者にも頼りになる保育者になりたい 

・笑顔あふれる子どもたちと 

・４７都道府県を周る 

・大金持ちになって、愛する家族と優雅に暮らしたい 

・地域の子どもに音楽を教えたい 
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・子共と好きな釣りをして休日を過ごしたい 

・家族と様々な場所に行きたい 

・妻や子供と旅行に行ったり楽しい生活を送りたい 

・自立していたい 

 

その他 

・海外旅行 

・海外旅行行きたい 

・ハゲたくない 

・家を建てたい 

・ちゃんとした趣味を持つ 

・今やっているスポーツを続けたい 

・柔道を続けたい 

・自分の車が欲しい 

・9秒台を出してオリンピックに出場したい 

・貯金する 

・近く（丸森・利府）の公園で家族（妻、子供）と休日に遊んでいる 

・結婚して家族といる 

・多分今のままの生活 

・保育施設とか整っていると良いな 

・将来住みたいまち・・・名取市、神奈川県、静岡県、宮城県内 

 

 

■ラウンド③「20年後、そんな理想の暮らしが実現できる地元にするために、これから必要な「場」、

「人」、「仕組み」は何でしょうか。」             （原文のまま） 

これから必要な「場」 

・町の人が交流できる場所を作る 

・小さい子供が遊べる場所を作る 

・コミュニケーションのある町 

・若い人と高齢者が関わる場 

・出会いの場 

・働き疲れを取れる場 

・高齢者が経験を伝える場 

・働く場所 

・仕事ができる場 

・専門的なスポーツのできる施設（指導者がいる） 

・子どもと遊べること、テーマパーク（体育系、スポーツ施設） 

・働く場に行く交通手段(場) 

・健康に暮らせる場（医療機関） 

・専門の病院 
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・ちゃんとした治療をしてくれる病院（スポーツをのびのび） 

・スポーツでケガした時に行ける病院（子どもから大人まで安心してスポーツができるように） 

・水族館 

・ご楽施設 

・サッカーができる大きな公園 

・子供と遊べる公園 

・空き家、空き地の整備（役場若手職員） 

・若者が集まりやすい（カフェなど） 

・若者が集う場所（商業施設）（テイクアウトのあるカフェ） 

・道の駅を作る（ゆずの足風呂） 

・ゆず風呂の施設を作る④ 

・ゲームセンター、ボウリング場が欲しい 

・タピオカのお店など 

・フｱ―ストフード店、カラオケの店 

・モール 

・アウトレット 

・バス停 

・新海誠展 

・保育所 

・勉強できる施設 

・ボールが使える施設 

・新総合体育館 

・ジグソーパーク 

・USJ 

・コストコ 

・仕事と子育てがしやすい町 

・子育てに役立つ施設 

・仕事先があること 

・デパートなど買い物をする場を多くする 

・町がもっと発展して栄える 

・地元の人と観光客の交流が豊か 

・病院が多い場所 

・地元の人が進学しやすい学校 

・地元民ではない人がお金を落としてくれる場所を作り、地元を活性化させる 

・他市町村の人と関りがもてる場 

・若い人が多くなるような場所を作る 

・スポーツしやすい環境作り、スポーツ施設を増やす 

・若者が働きたいと思える職場をつくる 

・様々な年代の人が話し合える場所 

・仕事する場所の確保（ふくり厚生がしっかりしている） 
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・ストレス発散の場を作る 

・安全安心に暮らせる場 

・大企業を設立して高卒をたくさん入れる 

・安定した職場 

・活発な職場 

・子ども達の遊び場 

・高齢者にはいこいの場 

・若い人の働き場、集いの場が必要 

・司書になりたいので図書館を造ってほしい 

・他町村からみて魅力ある町になるために保育施設・アスレチック広場 

・小・中学校を減らさないでほしい 

・学校ごとに給食を作る 

・スポーツに関わって生活するために体育館・ジム・スポーツイベント 

・スポーツに関わって生活するために知識の豊富な指導者の育成呼び込み 

・学校 

・駅‐交通の便が良くなる 

・人が集まれる場所（公園、アミューズメントパーク） 

・情報が集まる場 

・気がねなく集まれる場所がほしい 

・子どもと遊べる場所。子どもと体験できる場所(自然・動物と etc) 

・家族で遊べるようなレジャー施設 

・家族で行ける商業施設等があれば 

・駅前にフリースペース（コピー機はただで使える） 

・学校 

・専門学校 

・人が集まりやすい場所をつくる 

・地域で運動会などのイベントを開き、人々の交流を増やす 

・給料がいっぱいもらえる会社をつくり、そこで働く 

・体を動かせる「場」を増やす 

・いろんな世代や性別の人たちが交流できる場所 

・街コン 

・働きやすい場 

・大手の企業誘致 

 

これから必要な「人」 

・働く人、仲間 

・まとめる人 

・専門的知識を持っている人 

・ほどよい距離間のご近所さん 

・子育てに温かい近所の人（待機児童なし） 
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・介護の人材 

・おだやか 

・みんなが周りにやさしくする（子ども・高齢者） 

・スポーツのまちにふさわしい人材が必要 

・積極性のある人 

・先導する人 

・協力する人 

・児童・生徒数を増やす 

・行動力のある人 

・イベントや祭りを仕掛けられる人 

・活動の結果、財力を持った人 

・地域のボランティアの人をつくる。⇒助け合う人を多くつくる 

・なんでも相談にのってくれる人がいればいい 

・昔から本人を知っていただける人いれば、戻ってきたい!! 

・同じ目標の人がいて、目標となる人のいる環境 

・お金持ちと仲良くなりたい 

・お金持ってる人 

・先生・同僚・友人・周りで支えてくれる人 

・両親を含む人たちからの応援 

・若い人 

・大学の情報を与えてくれる人（先輩） 

・彼女 

・彼氏 

・親 

・現在、自分の夢を叶えた人の話を聞き、自分なりの未来を思い描くこと 

・勉強ができてもコミュニケーションや行動力がないと高収入や安定した職にはつけない 

 

これから必要な「仕組み」 

・挨拶の義務化 

・災害が起きても対応できるようにする 

・町内会のような仕組み 

・戻ってきたくなるような魅力づくり 

・地域の和を大切にしたい 

・海の近くとかに、また行きやすくできるようにもっとにぎやかになるといい 

・地域活動の活発化 

・隣近所との付き合い 

・何をするにも先導する人、協力する人の思いや、取り組む体制づくりが重要である 

・Free Wi-Fi 

・情報がとりやすい仕組み 

・イベントの情報発信をするシステム 
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・現在の柴田町の状況を発信して欲しい。(ホームページなどで)⇒遠くてもイベントを思い出 

して、帰りたくなるかも 

・地域のコミュニティを作り情報交換する 

・町で夢を応援できる仕組みづくり 

・きれいな自然を維持しつづけてほしい 

・自然の豊かなまち 

・暮らしやすい環境づくり 

・人をたくさん呼ぶ 

・主夫でも大丈夫な育児環境の整備 

・地域全体での子育て環境 

・産み子育てしやすい仕組み 

・安心して子どもを預けられるところ 

・近所で子どもを見守る 

・給付型奨学金 

・子ども（みんな）が大学まで行ける仕組み 

・保育園や保育士をもっと増やす 

・子どもたちが住みやすい、暮らしやすい地元づくり 

・子どもにやさしい施設があると新しい夫妻が増える 

・高校と大学を活かした町づくり 

・子育て支援の充実 

・子育て支援を活発にする仕組み 

・子育て家庭全体への支援の充実 

・子育てのしやすい環境づくり 

・子育てと仕事を両立できる仕組み 

・健康に暮らせる仕組み（運動する） 

・病院にかかってもお金がかからない制度 

・今後、高齢者をかかえる方の支援のため福祉の充実 

・スポーツをより活発にするために働きかけるべき 

・安定した職場 

・生活の安定性が出る仕組み 

・豊富な財力ができる仕組み 

・残業なしでも生活ができる環境づくり 

・働く場に行く交通手段（仕組み） 

・便利な交通の仕組み 

・バス、公共交通機関があれば活動範囲が広がるのでは 

・バスを通す 

・安心して住める家 

・バリアフリー 

・地元の人と観光客の交流が豊か 

・イベントを増やしお金をまわす 
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・特産品を作る 

・今自分にできることを精一杯する 

・親に相談（アドバイス）をもらう 

・いろいろな人と出会う 

 

■個人ワーク「理想の 20年後を実現するために今から自分が取り組まなければならない一歩は何でしょう

か？（議員は、高校生が理想の 20年後を実現するために応援できることを書く）」 

（高校生） 

 たくさんの年齢層の人たちと話す 

コミュニケーションをとる 

介護についての情報をたくさん得る 

経験している人たちに話を聞く 

 就職 

 20年後保育士として、保護者の方や地域の方と一緒に子どもたちを守っていくために、保育

士不足を減らして、子どもたちや保護者の方を困らせないようにしたい。保育士さんをもっ

と増やしたい。 

 ・自分の働きたい役場で働いている職員さんのお話を聞き、自分の頭の中で、しっかりとイ

メージを確立しておく 

・試験内容の復習及びコミュニケーション能力、行動力、精神力を高め、相手のために働ける

ような人材になる努力をする 

・先をしっかりと見すえ、自分だけのことを考えるのではなく、家族のことも考え、考動でき

るようになる 

・大人である以上、責任がともなうので、何をするにも、先に発生する「責任」に目を向け、

よりよい自分の未来を見すえる人になる 

 今、できる事をしっかりして将来したいことを目指して頑張る！！勉強とか。 

 我慢 

 自分は 18歳なのでしっかりと町長さんを決める選挙に関心をもち、若者への政策がすぐれて

いる方などしっかりと調べてちゃんと選ぶ。（地域にこうけんできるようにボランティアな

どに積極的に行う） 

 理想の 20年後を実現するために、高校を卒業してから考えるのではなく、今のうちに将来の

ことを考えて過ごし、何ごとに対しても勉強をしておいておくということ。 

 勉強する 進学する 温かい家庭を作る 

あたりまえのことをあたりまえにできるようにする。 

 ・勉強をする 

・就きたい職業について知る 

・周りと協力する 

 今から自分の住んでいる町の何かできることを見つけて行動する。 

優しい人になる。目標に向かって努力する。勉強がんばる。 

 自分が何をしたいかしっかり考える 

１人でできるようにする（親をたよらない） 
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あとまわしにしない 

 ・勉強して、社会についての知識を増すこと 

・少しでも社会の役にたてるように、役場職員になること 

 自分の目指している進路に合格するために必要な勉強をして合格することが理想の 20 年後

の自分のための一歩 

 ・積極的に他人とのコミュニケーションをとる。 

・ゴミ拾いなど町が清潔になるような行動をする。 

 ・地域の人々とコミュニケーションをとる ex）あいさつ 

・地域活動、行事に参加する ex）ボランティア（ゴミ拾い）、お祭り 

 ・会った人に元気にあいさつをする。 

・町を、よごすような行為をしない。 

・コミュニケーション（席をゆずる、荷物を持ってあげる）をしっかりとる。 

 柴田町にずっといてつきたい仕事にはつけないので、柴田を出てもう少し大きい場で１歩を

踏むべきかと考えました。38才になると家族ができていると思うので、きちんとやりがいの

ある、収入も充実した職業につきたいと考えました。 

 希望の職に就けるように日々の勉強をおこたらない。 

 ・勉強、貯金 

・入隊するための体力づくり 

・きついことにも耐える 

 20年後保育者として働いていくために、今は夢を叶えるための勉強や進路達成に向けて努力

をしていきたいと思います。目標を持ち、充実した残りの高校生活にしていきたいです。 

 自分の理想をハッキリ持ち、とりあえず今は高校生として出来る事、勉強・部活・家庭の手伝

い・趣味などで自分のスキル UP や、自分を知る事から始める。そこから自分が将来（20 年

後）どうして行きたいかを見つけていきたいと思います。 

 （理）地方公務員（丸森・利府とか）をしつつ、家族も持ち、休日は全員で遊ぶ 

（するために）まずは公務員になるために試験に合格するための勉強。それと、実現するた

めの努力。一人で暮らしてみたり、バイトや社会にふれてみる。 

 ・大会の成績やスポーツに関することで、スポーツが盛んな町だともっとアピールする 

・どうしたら理想の町になるかを考え発信していく 

・自分自身もスポーツに関する正しい知識をつける 

 ◎栄養学、理系の知識、技術を身につける 

・子どもたちが好きな味や濃さを把握する 

◎大学へ進学、卒業 

・コミュニケーション能力を高める 

 ・来館者が利用しやすい図書館をつくるために、利用者が求めていることを知るために人の

気持ちを考えた行動を心がける 

・自分ができていないと教えられないので楽器の技術向上をする 

 具体的な夢の形を持ち未来のことを考えていく 

 ・進路をはっきりと決めてそれについて勉強して理解を深めていく。 

・そのためにオープンキャンパスなどで少しでも多くの学校について調べる。 



- 43 - 

 

 ・大学に合格できるように面接練習などを頑張る。 

・進路に必要な知識を集める。 

 ・貯金 

・仕事でできるだけ上にいく 

・努力する 

・何事にもあきらめない心をもつ 

 ・出世と貯金 

・我慢する 

・欲しい物をなるべく買わない 

・コツコツためる 

 ・自分の意見や考えを発言できる機会に積極的に発言していくことが大切 

・他の人に自分の意見を話し改善してより現実化しやすいようにする 

・地域の人達コミュニケーションをとり地域の人達のつながりを強くする必要があると思う 

 ・勉強 

・世の中の出来事や政治の状況などを他人事と思わずしっかり考え、どうしていくべきか常

に考える 

・安心・安全な暮らしができるように周りの人と意見を交換し合い、つとめる 

 ・その地域をよく知る 

・現状を理解し、将来どうなってほしいかを定期的に考える（忘れないようにする） 

・具体的な理想像を考える 

 自分から情報などを知って、自分から動く 

 最適な大学選び 

 トレーナーに関する勉強などを今から始めたくさんの経験をして、１日でもはやく社会で活

やくできるようにする。 

 将来は県内で就職したい、もし県外で就職したとしても戻ってきたいのでもっと勉強を頑張

って自分に自信を持ちたい。 

 ・大学に行くために勉強をたくさんする。 

・人から信頼されるような人になる。 

・周りのことをよく考えて行動する。 

・自分ひとりで決めず、わからないことは経験者の人にアドバイスをもらって生かす。 

 ・選挙に行く 

・町の人や高齢者の人たちと積極的に交流して色々な知識を得る 

・町や国の仕組みとかを理解して、それが継続できるようにする 

 ・地域で行われている行事に積極的に参加する。 

・コミュニケーションをとって次の世代に経験を伝える。 

・子育てしやすく健康に生きていけるような社会でいられるようにする。 

・災害が起きてもいつでも対応できるように日々準備する。 

 ・大学進学のために向けて勉強をたくさんする。 

・まちを明るくするために住民１人１人が明るく気さくに話せるようにする。 

・すぐに行動。 
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・どんな時も楽しむ。 

 ・進路の実現のために勉強だけでなく基本的な行動もしっかりとできるようにする。 

・大学で語学や文化について勉強し、留学をしたい。→学校以外でも勉強する。 

 ・進路のために勉強する 

・どこへ進学するか、卒業した後はどんな仕事をしたいか考えておく 

・大学でも部活を続けれるようにしておく 

・親と相談 

 地域に対してこうけんをしていかなければならない 

その地域にしかない魅力を他の地域などに情報発信をしていくこと 

 ・市や町の仕組みや在り方を見つめ直す。 

・他人や他の市、町との連けいを大切にする。 

・理想を実現するために現状取り組まなければならない物事に一生懸命取り組む。 

 就職をして、しっかり働く。 

他の人と、上手く関わる。 

 まず、柴田を離れる。柴田にいたら視野がせまくなる、もっと他の所も見て広い視野で考え

れるようにする 

（町職員） 

 技術職員としての知識を勉強し、今後も今の仕事を続け安定した仕事をする。 

安心して家庭を持てるように魅力ある柴田町にする。 

 ・日々の業務にしっかり取り組む 

・専門性・スキルを身につける 

・様々な事に挑戦し、経験を積む 

・家族を大切にする 

・健康に気を付ける 

・様々な人との交流をはかる 

 ・地域の行事などに積極的に参加して、地域住民との交流を深めていくことを心がける。（地

域全体での子育て環境） 

・男性でもとりやすい育児休みを実現するために、子どもができたら育児休みを進んでとれ

るようにする。 

 ・柴田町の特性や特徴を理解し、地元の方々との連携をもとに、地域に根づいたインフラ整

備を行うこと。 

・少しでも多くの企業が柴田にきたくなるようなインフラ面での政策、都市計画の運用をし

ていきたい。 

・人と人とのつながりを大切にしたい。 

 ・現行の行政の制度についての知識を増やす（自分の仕事にフィードバック） 

・他の自治体が行っている独自の制度などを調べる（自分の仕事にフィードバック）←サー

チ力をつける 

・様々な人と話せる場に参加する 

 ・まずは結婚するための相手を探します。 

・職員として、常に町民や学生、様々な人と交流をもちニーズを探す→まだ何ができるか（職
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員として）わからないけど、少しでも援助ができるように仕事をしていきます。 

・友人をなるべく柴田に残るよう、しむける。 

 ・貯金 

・専門性を身につける 

・体力をつける 

 これから時間をかけて考えていきたい。 

 ・情報共有などで他市町村の職員の方と関わり（つながり）を持つ。 

・他市町村の良いと思ったところを吸収する。 

 スポーツ振興課として、スポーツをする場所の確保と提供、大きく広い野外運動場と体育館

の設置 

 ・保育士として知識、技術の向上 

・町全体の子育て環境の理解 

・柴田町職員としてより良い町づくりを行う一員となる 

・他市町との比較をし、町全体を客観的に知る 

・様々な場で子どもたちと触れ合い、今のニーズに合った保育を展開する 

・目の前の子どもたちの支援の充実 

 ・自ら行動する。 

・目標を決め、意識してやっていく。 

 ・世代に関係なく交流できる場の提供。 

・これから働く若い世代が“働きやすい”と感じることができる職場・環境作り 

 ①貯金②職場で学ぶ法律や制度を忘れないようにし、応用がきくようにしておく。 

 現状を知ることが一歩につながると思う。理想を実現するためにある程度の知識を備えてお

かなければならない。そして、理想を型にはめず常に大きく描くことが大切。 

 町の活性化 

人脈を増やす 

声を聞く 

 今、自分にできる事を精一杯する。 

（議員） 

 しっかりとした政治 

 住民が自主的に交流できて楽しめる場を作る 

 実現できるよう環境を整備していく。交通・街並 etc 

 子どもたちが延びのびと生活できる環境を維持すること。 

子育て中をむかえる年代となることから、子育てを支援できる施設整備を行う。 

 ・安心して子育てができる環境づくり 

・気がるに相談できるよう、今後も懇談会を開催する 

・魅力ある柴田町を再確認し、実行できるよう努める 

 小さな声を真剣に聞く 

 ・人と人との交流の場作り 

・情報の行き交うことのできる場作り 

 若い人の大いなる希望をかなえてやるために、すべきは、今以上に若い人との交流を増やし
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話し合う機会を増やすべきと思った 

 若い方々が安定した生活ができるよう企業、福祉の充実 

 柴田町の特徴である仙台大学と柴田高校、それに町が互いに連携する仕組みを確固たるもの

にする。その結果、健康づくり、体力づくり、スポーツ活動においてピカット光る町となり、

魅力的な町となる。スポーツに力を入れていくこと。 

 子育てしやすい環境づくり、公園、医療、保育 

緑豊かな地区を残すと同時に商業地域の活性化をめざす 

 ・給付型奨学金制度 

・仕事先を増やす 

・子育てしやすい環境 ソフト（制度）、ハード（施設） 

 聞かれたら何でも自分の知っていることを教えてあげる。高校生が道に迷わないよう先導役

を務める。 

 高校生の多くの人が、20年後結婚して子どもを育てていると考えている。町なかに出会いの

場（カフェ、公園、図書館等）をつくる。働く場の確保、安心して住める家、子どもを育てや

すい環境整備が必要。起業する人を支援する仕組み、子育てを応援する仕組みをつくる。 

 ・子どもを産み・育てやすい環境・町をつくること。 

・健康で働けるように医療関係の充実を図る。 

 ・働く場（会社）確保（誘致） 

・子育て環境の整備 

・自助・共助の啓もう（意識の高揚） 

 

（４）懇談会後の取り組み 

 懇談会に参加した生徒会役員の２年生６名と、懇談会実行委員６名で、懇談会で話し合っ

たことを踏まえて、理想の暮らしが実現できる町にするために（これから必要な「場」

「人」「仕組み」をつくるために）なにができるか、なにをしてほしいかを話し合う取り組

みを行いました。 

 

１回目 開催日：令和元年８月２２日（木） 場所：柴田高校 

（話し合いで出された意見） 

 ・イベントごとに桜まつり同様、出店などがあれば人が集まれるか？（四季に合わせたイ

ベント） 

 ・集客にも広報（町外へも）・ＳＮＳの活用・リピーターを増やすため。 

 ・高校生などが集まれる場所（タピオカ、期間限定） 

 ・多くの人がどのように情報（町のイベントなど）を得ているのか。 

 ・小さい子は身体を動かすことが好き、芝生の生えている広い場所があればいい。 

 ・子ども、高齢者どちらもふれあえるような場所、大人も楽しめる場所がほしい。 

２回目 開催日：令和元年９月１３日（金） 場所：柴田高校 

  前回出された意見をテーマ別に分け、特に調べてみたい、考えてみたいテーマについて

話し合いを行う 

① 町民が集まれる場所について 

② 町の情報発信について 

③ 町のイベントについて 
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３回目 開催日：令和元年１０月４日（金） 場所：柴田高校 

  前回のテーマについて、現状を確認し、「どうなればよいと思うか」→「そのためにで

きることは何か」を考え、話し合う。 

４回目 開催日：令和元年１１月１１日（月） 

  人が集まれる場所として、駅コミュニティプラザ、かかしの一本足かえるのあぐらなど

施設見学。 

５回目 開催日：令和元年１２月１７日（火） 場所：かかしの一本足かえるのあぐら 

  まとめとして、町（地域）をよくするために自分たちにできることは何か？（そのため

に）議会や役場にしてもらいたいことは何か？を話し合い、発表。 

 

（自分たちにできること） 

・柴田高校の方針で、地域に密着したいというところに観点を置き、文化部を中心にそれぞ

れのイベントに参加（家庭部は商品の販売、軽音楽部は演奏など）し、柴田高校生も一緒

に行事に参加して行事を盛り上げていきたい。 

 

・吹奏楽部、軽音楽部で町の行事で演奏会を開催する。その企画、ポスターの作成なども行

う。キャッチフレーズは花と音楽でまちおこしとし、４月１日に議場で行う。 

 

（議会や役場にしてもらいたいこと） 

・高校生が参加できる場所の提供。 

・町のホームページや広報誌などに高校行事のイベントなどを載せて紹介したい。 
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４ 令和２年議会懇談会実行委員会への申し送り事項 

 

○一般懇談会については、より多くの方に参加していただくため、チラシやお知らせ版で

の広報だけではなく、テーマに沿った団体への声掛けなど、周知方法を工夫して実施し

てください。 

 

〇一般懇談会は、６小学校区での開催を継続してください。 

 

〇今年から常任委員会ごとの開催に変更した団体懇談会については、各常任委員会の団体

選定を早め、早い時期に開催できるようにしてください。 

 

〇柴田高校との懇談会については、今年は生徒会２年生を対象に継続して話し合いまし

た。今後もこのような取り組みを検討し、議会及び町政にその成果が反映されるように

してください。 

 

 

 


